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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

摩天楼の水兵さん
フリートウィークで半舷上陸

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
フ
リ
ー
ト

ウ
ィ
ー
ク
が
５
月
22
日
か
ら
28

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
軍
艦
空
母

な
ど
多
く
の
艦
船
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
港
に
接
岸
し
た
。

　

海
軍
、
海
兵
隊
及
び
沿
岸
警

備
隊
の
艦
隊
週
間
で
、
任
務
に

就
い
た
人
々
を
讃
え
、
そ
の
不

屈
の
強
さ
を
認
識
す
る
週
間

だ
。
期
間
中
は
、
乗
組
員
が
交

代
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
上
陸

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
闊

歩
し
て
伝
統
の
半
舷
上
陸
を
楽

し
ん
だ
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
入
隊
勧

誘
の
テ
ン
ト
も
設
け
ら
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
や
世
界
中
か
ら

集
ま
っ
て
い
る
外
国
人
観
光
客

た
ち
と
記
念
写
真
撮
影
を
楽
し

む
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

た
。（
５
月
24
日
、
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

　

シ
ェ
ラ
ト
ン
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
ホ
テ
ル
（
２
８
０
ド

ル
＝
４
万
２
０
０
０
円
）、
ハ

イ
ア
ッ
ト
・
グ
ラ
ン
ド
・
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
（
３
４
１

ド
ル
＝
５
万
１
１
５
０
円
）、

イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
（
４
０
９
ド
ル
＝

６
万
１
３
５
０
円
）　

マ
リ
オ

ッ
ト
マ
ー
キ
ー
ス
（
４
５
１

ド
ル
＝
６
万
７
６
５
０
円
）、

オ
ム
ニ
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
プ

レ
イ
ス
（
３
８
５
ド
ル
＝

５
万
７
７
５
０
円
）。
日
本
人

旅
行
者
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
宿

泊
す
る
こ
と
の
比
較
的
多
い
ホ

テ
ル
の
宿
泊
最
低
料
金
例
（
今

年
６
月
10
日
に
１
泊
の
予
約

を
し
た
場
合
。
円
は
１
ド
ル

１
５
０
円
換
算
・
ブ
ッ
キ
ン
グ

ド
ッ
ト
コ
ム
調
べ
）
だ
。
こ
れ

に
は
す
べ
て
税
金
14
・
７
５
％
、

１
泊
に
つ
き
40
ド
ル
の
観
光
地

利
用
料
と
３
ド
ル
50
セ
ン
ト
の

市
税
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

　

商
業
用
不
動
産
の
デ
ー
タ
と

分
析
を
行
っ
て
い
るCoStar

に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
一
泊
の
平

均
宿
泊
料
金
は
３
０
１
・
61

ド
ル
と
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。
２
０
２
２
年
の
２
７
７
・

92
ド
ル
か
ら
８
・
５
％
上
昇
し

た
。
価
格
が
下
が
る
の
が
通
例

で
あ
る
１
〜
３
月
の
平
均
宿

泊
料
金
だ
が
、
今
年
は
１
泊

２
３
０
・
79
ド
ル
で
昨
年
同
期

の
２
１
６
・
38
ド
ル
よ
り
６
・

７
％
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

宿
泊
費
高
騰
の
要
因
に
は
イ

ン
フ
レ
な
ど
も
あ
る
が
、
原
因

と
な
っ
て
い
る
の
は
空
室
の
不

足
で
あ
る
。
原
因
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
る
の
が
、
移
民
の
受

け
入
れ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
、
民
泊
の
制

限
、新
規
ホ
テ
ル
建
設
の
遅
れ
、

観
光
客
の
増
加
で
あ
る
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
市
内
の
ホ
テ
ル
約
６
８
０

軒
の
う
ち
５
分
の
１
の
約

１
３
５
軒
が
参
加
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
後
半
か
ら
開
始
さ

れ
た
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
・
ホ

テ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

い
て
、
移
民
を
保
護
す
る
ホ
テ

ル
に
市
は
お
金
を
払
う
こ
と
に

な
っ
た
。
参
加
す
る
と
一
泊
一

室
あ
た
り
最
大
１
３
９
ド
ル
か

ら
１
８
５
ド
ル
支
払
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
て
い

た
頃
で
あ
り
、
多
額
の
負
債
を

抱
え
て
い
た
り
、
経
営
危
機
に

陥
っ
て
い
た
不
人
気
ホ
テ
ル
が

飛
び
つ
い
た
。
コ
ロ
ナ
後
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
抜
け
る
ホ
テ
ル
は

皆
無
で
、
そ
の
多
く
は
低
〜
中

予
算
の
旅
行
者
向
け
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
ホ
テ
ル

の
宿
泊
料
が
大
幅
に
上
昇
し

た
。

　
　
（
関
連
記
事
16
面
に
掲
載
）

Ｎ
Ｙ
ホ
テ
ル
代
過
去
最
高

シ
ェ
ル
タ
ー
使
用
で
客
室
不
足
影
響

　

日
本
の
歌
姫
の
座
を
45
年
以

上
守
り
続
け
、
い
ま
世
界
中
で

流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
ポ
ッ
プ
ス
の
草
分

け
的
存
在
。
米
国
の
Ｚ
世
代
に

も
大
人
気
の
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の

女
王
、
八
神
純
子
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
公
演
。
６
月
30
日
の
公
演

が
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
に
な
っ
た

た
め
、
会
場
と
な
る
老
舗
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
ブ
の
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

（
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
）
が

八
神
に
打
診
、
急
遽
、
本
公

演
の
前
日
に
あ
た
る
６
月
29

日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
に
追

加
公
演
が
決
定
し
た
。
追
加
公

演
チ
ケ
ッ
ト
も
申
し
込
み
殺
到

が
予
想
さ
れ
る
た
め
早
め
の

予
約
が
推
奨
さ
れ
る
。
追
加

公
演
入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
、

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
共
に
45
ド

ル
75
セ
ン
ト
。
詳
細
はwww.

birdlandjazz.com  

ま
た
は
本

紙
３
面
の
広
告
を
参
照
。

八
神
純
子
追
加
公
演
が
決
定

６
月
29
日
（
土
）
に

www.saitollp.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
www.birdlandjazz.com
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パ
ー
ル
ア
ー
ト
作
家
、
上
村

栄
司
さ
ん
の
展
示
会
「
真
珠
の

芸
術
」
が 

5
月
21
日
か
ら
25

日
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
。
上
村
さ
ん

は
、 

三
重
県
南
伊
勢
で
祖
父
の

代
か
ら
真
珠
養
殖
を
営
む
３
代

目
で
、
真
珠
に
限
り
な
い
愛
情

を
注
ぎ
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

る
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ー
ル
ア
ー
ト

作
家
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

２
年
ぶ
り
８
回
目
の
展
示
と
な

る
今
回
は
、
４
代
目
の
長
男
、

拓
摩
さ
ん
（
28
）
も
同
行
し
、

作
品
を
発
表
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
、
身
に
着
け
る

ジ
ュ
エ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
身

に
着
け
な
い
時
間
も
ア
ー
ト
と

6 月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳クラス
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

■ 7日（金）10:30am-12pm Apple Kids企画「灘田篤子さん指
導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料です。

■７日（金）6:30pm-JAAビジネスウーマンの会主催「岡島喜
久子氏の講演会 :ガラスの天井を突き破れ！　日本女子サッ
カー界、変革への挑戦を語る」JAAではサイトからの申し込
みをお手伝いします。

■ 10日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はるかさ
んが行います。各 30分。お早めにご予約下さい。

■ 13日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談にお答
えいたします。ご予約下さい。各 30分

■ 13月（木）10am-12pm NYC Dept. of Aging/HIICAP主催「メ
ディケア相談室」各３０分。JAAにご予約ください。

■ 13日（木）12pm-2pm「6月第１敬老会」BENTONのお弁
当です。JAA コーラスの歌をお楽しみください。

   会員：$5、敬老会参加、ランチデリバリー、ピックアップご
希望の方はご予約下さい。

■ 15日（日）9:30am-11:00am JAAと NYシルバー会共催オ
ンライン「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さんと
一緒に楽しくおしゃべりしながら健康から介護まで情報交換
しましょう！」JAAにご予約の方には online 情報をお送り
します。

■ 20日（木）10am-12pm「加藤恵子弁護士による移民法の無
料電話相談室」各 15分。要予約。

■ 20日 (木）1pm-2:30pm 「しゃべって！笑って！ハッピーラ
イフ！」（企画：幸せ運び隊）参加費 $5

■ 25日（火）6:30pm-「唐津人形浄瑠璃保存会竹本鳴子太夫一
座ニューヨーク公演会」昨年に続き公演会を開催します。ご
予約は JAAまで。

■ 27日（木）12pm-2pm 「6月第２敬老会」BENTONのお弁
当です。Iwaki Band と一緒に懐かしい歌を歌いましょう！　
会員：$5　敬老会参加とお弁当ピックアップとランチデリバ
リーもご予約ください。6月のお誕生会をします。お集まり
下さい。
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し
て
楽
し
め
る
パ
ー
ル
作
品
を

次
々
に
発
表
し
て
い
る
が
、
今

回
の
展
示
会
初
日
に
は
、
日
本

で
の
発
表
に
先
駆
け
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
世
界
初
の
「
内
面
か
ら

光
を
発
す
る
」
真
珠
を
公
開
し

た
＝
写
真
上
＝
。
真
珠
に
光
を

当
て
る
と
、
光
を
吸
収
し
て
蛍

の
よ
う
に
暗
闇
で
美
し
い
朱
色

や
青
の
光
を
発
光
さ
せ
る
。
展

示
会
場
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会

で
披
露
す
る
と
、
参
加
者
た
ち

か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

上
村
さ
ん
は
、
こ
の
特
殊
な

真
珠
の
開
発
を
５
年
間
か
け
て

地
元
南
伊
勢
阿
曽
浦
の
若
者
た

ち
と
研
究
し
て
き
た
。
ま
さ
に

努
力
の
結
晶
と
も
言
え
、
自
然

の
力
で
貝
が
真
珠
を
形
成
し
て

い
く
過
程
で
光
を
吸
収
し
て
発

光
す
る
と
い
う
真
珠
を
知
り
尽

く
し
た
上
村
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
真
珠
だ
。「 

真
珠
は

生
物
が
作
り
出
す
唯
一
無
二
の

宝
石
。 

私
は
そ
の
真
珠
を
世

界
に
一
つ
だ
け
の
ア
ー
ト
と
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

話
す
。
光
る
真
珠
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、上
村
真
珠
養
殖
、

Ｅ
メ
ー
ル　info@eiji=pearl.

com 

ま
た
はmaxfujishima@

gmail.com

　

ま
で
。

光る真珠を開発
パールアート作家の上村さん
世界初をNYで発表

　

日
本
で
活
動
す
る
書
道
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
＆
Ｋ
Ａ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
2
人
が
15
日
（
土
）

午
後
９
時
か
ら
Ｔ
・
Ａ
・
Ｏ
・

Ｍ
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
凱
旋
公
演

を
行
う
。
Ｎ
Ｙ
で
10
年
以
上
の

キ
ャ
リ
ア
を
誇
る
孤
高
の
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト”R-NABY”

と
の
共
演
で
、

音
楽
と
書
道
の
異
例
の
コ
ラ
ボ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
る
。 

場
所
は 

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
ー
の
Ｎ
Ｙ
サ
ン
ガ
ー
ホ

ー
ル
（
ス
キ
ル
マ
ン
街
48
ー
20

番
地
）。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り

券
15
ド
ル
、
当
日
券
20
ド
ル
。

５
月
25
日
に
ソ
ニ
ー
オ
ー
チ
ャ

ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
た
新
曲 

“THIRSTY SXXT” 

と
重
ね
合

わ
せ
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

る
書
道
と
ラ
ッ
プ
の
融
合
は
必

見
も
の
。
同
時
に
14
〜
21
日
の

期
間
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
カ
フ

ェ “Principles GI House” 

に

て
書
道
展
も
開
催
す
る
予
定
。

書道アーティスト
MIORI & KAORI

6月15日にR-NABYとコラボ出演

光
を
当
て
る
と
暗
闇
で
内
面
か
ら
発
光
す
る
真
珠

真珠の楽しみ方について来場者に解説する上村さん（左）

https://akikoyano.com/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
tel:212-840-6942
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@eiji=pearl.com
mailto:maxfujishima@gmail.com
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
人
会

創
立
20
周
年
記
念 

春
の
会

ネ
ズ
ミ
駆
除
都
市
の
Ｎ
Ｙ
市

全
国
初
の
サ
ミ
ッ
ト
主
催

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
人
会

（
Ｐ
Ｊ
Ａ
）
は
5
月
18
日
に
創

立
20
周
年
記
念
「
春
の
会
」
を

プ
リ
ン
ス
ト
ン
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ

テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
・
遠
藤
彰
首
席
領
事
と

羽
根
美
重
子
領
事
を
主
賓
に

迎
え
、
約
１
４
０
人
の
会
員

が
集
ま
り
20
周
年
を
祝
っ
た
。

２
０
２
１
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
眞
鍋
淑
郎
氏

　

ロ
ー
ザ
・
デ
ラ
ウ
ロ
下
院
議

員
（
Ｃ
Ｔ
州
、
民
主
党
）
は
22

日
、
Ｃ
Ｔ
州
を
「
ピ
ザ
の
州
」、

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
を
「
米
国
の

ピ
ザ
の
首
都
」
と
宣
言
し
た
こ

と
を
連
邦
議
会
議
事
録
に
記
述

す
る
た
め
に
、
同
州
の
１
０
０

人
以
上
の
ピ
ザ
職
人
と
議
員
と

共
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
連
邦
議

会
を
訪
れ
た
。

　

１
９
９
１
年
以
降
、
ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ブ
ン
を
含
む
同
州
第
３
区

の
連
邦
下
院
議
員
を
務
め
る
デ

ラ
ウ
ロ
氏
（
81
歳
）
は
ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ブ
ン
出
身
、
イ
タ
リ
ア
系

米
国
人
の
家
族
に
生
ま
れ
、
紫

色
の
ボ
ブ
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
と
大

胆
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ

る
。
同
宣
言
で
デ
ラ
ウ
ロ
氏
は

「
１
世
紀
以
上
に
わ
た
り
ニ
ュ

ー
ヘ
イ
ブ
ン
は
、
米
国
内
で
最

も
有
名
な
ピ
ザ
の
ホ
ー
ム
と
な

っ
て
き
た
。
ネ
ッ
ド
・
ラ
モ
ン

ト
Ｃ
Ｔ
州
知
事
は
今
年
初
旬
、

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
は
Ｃ
Ｔ
州
の

ピ
ザ
首
都
で
あ
る
と
宣
言
し

た
。
本
日
私
は
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ

ブ
ン
は
米
国
の
ピ
ザ
の
首
都
で

あ
る
と
宣
言
す
る
」と
伝
え
た
。

21
日
の
Ｃ
Ｔ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ

ジ
オ
（
Ｗ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
の
番
組
に

出
演
し
た
デ
ラ
ウ
ロ
氏
は
「
ニ

ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ピ
ザ
は
国
内

最
高
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ピ
ザ
と

は
『apizza

』
の
こ
と
で
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
・
ス
タ
イ

ル
のapizza

は
、
ナ
ポ
リ
風

に
「
ア
ー
ビ
ー
ッ
ツ
」
と
発
音

し
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
現
地
と
同

様
に
シ
ン
プ
ル
な
の
が
特
徴
だ

と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
ス
タ
イ
ル
も
多

く
の
イ
タ
リ
ア
系
移
民
の
故
郷

ピザの首都はニューヘイブン
ＣＴ州議員が宣言

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （27）

　

５
月
3
日
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
組
織
「
国
境
な
き
記
者

団
」（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）
は
「
日
本
の

報
道
の
自
由
度
」
世
界
70
位
を

発
表
し
ま
し
た
。
民
主
党
政
権

時
の
12
位
が
ピ
ー
ク
で
、
以
後

急
降
下
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
Ｒ
Ｓ

Ｆ
に
よ
る
決
定
理
由
を
ほ
と
ん

ど
報
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
「
日
本
は
議
会
制
民
主
主

義
国
家
で
あ
り
、
報
道
の
自
由

と
多
元
主
義
の
原
則
が
一
般
的

に
尊
重
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

旧
来
の
利
害
関
係
、
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
利
害
関
係
、政
治
的
圧
力
、

男
女
不
平
等
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
権
力
の
監

視
役
と
し
て
の
役
割
を
完
全
に

果
た
せ
な
い
こ
と
が
多
い
」
が

意
訳
さ
れ
た
り
、
無
視
さ
れ
て

い
ま
す
。「
旧
来
の
利
害
関
係
」

を
「
伝
統(

の
重
み)

」
と
訳

し
た
記
事
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

二　watchdog

（
監
視
役
）

と
い
う
権
力
を
監
視
し
、
情
報

を
収
集
す
る
と
い
う
言
葉
も
ほ

と
ん
ど
報
じ
て
い
ま
せ
ん
。
英

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ロ
イ

タ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究

所
の
２
０
１
９
年
調
査
で
「
メ

デ
ィ
ア
が
、
力
を
持
つ
人
や
ビ

ジ
ネ
ス
を
監
視
し
検
証
し
て
い

る
」
と
考
え
る
人
が
、
日
本
で

は
世
界
38
か
国
中
で
最
下
位
の

17
％
だ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し

ま
す
。

　

三　
「
既
成
の
報
道
機
関
だ

け
が
記
者
会
見
や
高
官
と
の
面

会
を
許
可
さ
れ
る
『
記
者
ク
ラ

ブ
』
制
度
」
の
説
明
に
あ
た
る

部
分
を
割
愛
し
て
い
る
か
、『
記

者
ク
ラ
ブ
』
制
度
自
体
を
報
じ

な
い
記
事
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
他
国
に
は
存

在
し
な
い
以
下
の
実
態
が
指
摘

さ
れ
て
き
ま
し
た
。（
１
）
報

道
機
関
の
ト
ッ
プ
が
首
相
と
会

食
や
ゴ
ル
フ
を
す
る
。（
２
）

放
送
法
お
よ
び
電
波
法
に
よ

り
、
政
府
が
テ
レ
ビ
局
の
放

送
内
容
を
直
接
規
制
で
き
る
。

（
３
）
広
告
代
理
店
や
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
の
意
向
で
メ
デ
ィ
ア

が
権
力
の
監
視
役
で
は
な
く
広

報
役
を
務
め
て
い
る
。

　

米
国
のBill Kovach

他

著

のThe Elements of 
Journalism

（「
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
条
件 

時
代
を
超
え
る

10
の
原
則
」）
は
「
不
偏
不
党

や
中
立
性
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
根
本
原
則
で
は
な
い
。
客
観

性
と
は
中
立
性
や
、
両
サ
イ
ド

が
同
じ
に
な
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
で
は
な
く
、
取
材

対
象
や
権
力
者
か
ら
の
独
立

で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
す
。 　

そ
し
て
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

最
大
の
目
的
は
、
市
民
が
自
由

で
あ
り
自
治
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
あ
る
」。「
市
民
も
ま
た
、
ニ

ュ
ー
ス
に
関
し
て
権
利
と
責
任

が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
。

　
「
報
道
の
自
由
度
」
と
は
民

主
主
義
そ
の
も
の
で
す
。
日
本

の
報
道
の
自
由
度
が
高
ま
る
よ

う
、
海
外
日
本
人
の
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶

大
卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活

動
Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会

で
活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

出
身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議

院
議
員
各
二
期
。財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

報
道
の
自
由
度
70
位　

日
本
メ
デ
ィ
ア
は
真
意
を
伝
え
ず　

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
15
日
、
都
市
部
の
ネ
ズ

ミ
問
題
を
協
議
す
る
前
例
の
な

い
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ー
バ
ン
・

ラ
ッ
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
今
秋

の
９
月
18
、
19
日
に
同
市
で
開

催
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
会
合
は
、
同
市
保
健
精
神

衛
生
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｍ
Ｈ
）
と
コ

ー
ネ
ル
大
学
Ｎ
Ｙ
州
総
合
的
有

害
生
物
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
主

催
し
、
学
術
研
究
者
や
自
治
体

の
有
害
生
物
駆
除
チ
ー
ム
、
専

門
家
た
ち
が
全
国
か
ら
集
結

し
、
ネ
ズ
ミ
駆
除
や
都
市
部
の

対
策
の
科
学
的
な
発
展
な
ど
を

協
議
す
る
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
市
で

は
、
特
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の

飲
食
店
規
制
の
緩
和
に
伴
い
、

ネ
ズ
ミ
被
害
が
急
増
し
、
有
害

な
ネ
ズ
ミ
生
育
地
区
の
地
図
の

公
表
、
ゴ
ミ
出
し
規
制
、
ネ
ズ

ミ
対
策
部
長
を
任
命
す
る
な
ど

対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

　

同
市
長
は
声
明
で
「
対
策
の

成
果
で
ネ
ズ
ミ
生
育
地
区
は
約

１
年
間
で
14
％
減
少
し
た
が
、

こ
こ
で
留
ま
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
敵
に
勝
つ
に
は
、
敵
を

知
る
こ
と
だ
。
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
専

の
夫
人
、
眞
鍋
信
子
氏
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
作
っ
た
桜

餅
と
ホ
テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を

楽
し
み
、
特
別
ゲ
ス
ト
植
村
花

菜
の
「
ト
イ
レ
の
神
様
」
を
聴

い
て
参
加
者
は
涙
し
た
。
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学Tora Taiko

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
太
鼓
と
ド

ラ
マ
ー
内
田
麻
衣
子
率
い
る

Jazz Guitar Trio

と
の
コ
ラ

ボ
、Kids

コ
ー
ラ
ス
で
は
子

ど
も
た
ち
が
可
愛
い
歌
を
披
露

し
た
。

　

支
援
ス
ポ
ン
サ
ー
の
ブ
ー

ス
、
ビ
ン
ゴ
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
券
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も

盛
り
上
が
り
、
会
員
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
る
、
20
周
年
を
記
念

す
る
良
き
日
と
な
っ
た
。

ナ
ポ
リ
が
原
点
だ
が
、
22
日
付

同
州
の
Ｃ
Ｔ
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
誌

の
記
事
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヘ

イ
ブ
ン
・
ス
タ
イ
ル
は
Ｎ
Ｙ
ス

タ
イ
ル
よ
り
も
生
地
が
薄
く
長

方
形
で
、
石
窯
で
中
心
か
ら
端

に
か
け
て
火
を
入
れ
る
。
基
本

的
に
、
注
文
し
な
い
限
り
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
は
の
っ
て
い

な
い
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
グ
ル
メ

ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
テ
イ
ス

ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン

の
代
表
で
、
今
回
同
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
コ
リ
ン
・
キ
ャ
プ
ラ

ン
氏
は
、
同
ツ
ア
ー
は
州
や
市

か
ら
の
援
助
で
は
な
く
、
ニ
ュ

ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
１
万
５
０
０
０
ド
ル
を
含

む
、
市
民
や
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー

か
ら
の
寄
付
合
計
４
万
ド
ル
で

実
現
し
た
と
い
う
。

　

本
紙
５
月
25
日
号
２
面
で

掲
載
し
た
依
田
洋
一
郎
・
東

京
で
個
展
開
催
の
記
事
中
、

作
品
の
名
前
がDays at the 

Metropolitan Museum of 
Art 

《
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
で
の
日
々
》
と
あ
る
の
はA 

Day at the Met Museum

《
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
の
一

日
》
の
誤
り
で
し
た
。
ま
た
開

廊
時
間
は
「
午
前
11
時
か
ら
」

が
抜
け
て
い
ま
し
た
。

訂　

正

高
見
博
士
の
動
画
が
完
成

し
た
。（
詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ａ
へ
）

ゲストとして歌う植村さん

門
家
や
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
都

市
部
の
ネ
ズ
ミ
に
関
す
る
知

識
を
共
有
し
、
生
育
数
の
管

理
に
努
め
る
」
と
伝
え
て
い

る
。

　

和
菓
子
の
源
吉
兆
庵
五
番
街

店
が
５
月
31
日
（
金
）
午
前
10

時
に
開
店
す
る
。
住
所
は
五
番

街
６
０
４
番
地
（
48
丁
目
と

49
丁
目
の
間
）。
新
ブ
ラ
ン
ド

コ
ー
ナ
ー
「K.MINAMOTO 5th Avenue New York

」
を

併
設
。
営
業
時
間
は
月
曜
か
ら

土
曜
午
前
10
時
か
ら
午
後
７

時
。
日
曜
と
一
部
の
祝
日
が
午

前
11
時
か
ら
午
後
６
時
。
定
休

日
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
元
旦
。

源
吉
兆
庵
五
番
街
店
が
開
店

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
が
「
プ
ラ
イ
ド
月
間
（
６
月
）

に
お
け
る
テ
ロ
の
脅
威
」
と
題

す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。
注
意
喚
起
で
は
、
米
連
邦

捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
及
び
国
土

安
全
保
障
省
が
、
６
月
の
「
プ

ラ
イ
ド
月
間
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
会
場
が
外
国

テ
ロ
組
織
や
そ
の
支
持
者
ら
の

標
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
警
告
を
出
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
近
年
、
関
連
し
た
事

件
が
発
生
し
て
い
る
と
し
て
二

つ
の
事
件
に
触
れ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
２
０
１
６
年
６
月

１
２
日
、
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ

ン
ド
の
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
行

わ
れ
て
い
た
関
連
イ
ベ
ン
ト

で
銃
撃
事
件
。
も
う
一
つ
は

２
０
２
３
年
６
月
18
日
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い

て
、
前
日
に
行
わ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
を
讃
え
る
「
プ
ラ
イ
ド
・

パ
レ
ー
ド
」
へ
の
襲
撃
計
画
で

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
３
人
が

逮
捕
さ
れ
た
事
件
。
今
年
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
プ
ラ

イ
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で

は
ザ
・
プ
ラ
イ
ド
・
セ
ン
タ
ー
・

オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
な

ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

プ
ラ
イ
ド
月
間
に
テ
ロ
の
脅
威

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
注
意
呼
び
か
け

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2024 年（令和 6 年）6 月 1 日（土）

　

戦
後
、
日
本
人
女
性
と
し
て

初
め
て
タ
イ
ム
社
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
本
社
で
『
ピ
ー
プ
ル
』
マ

　

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
の
５
月
27

日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
マ
ス
ペ
ス

に
あ
る
マ
ウ
ン
ト
・
オ
リ
ヴ
ェ

ッ
ト
日
本
人
墓
地
で
恒
例
の
墓

参
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
呼
び
か
け
で

開
催
さ
れ
た
。
墓
参
会
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
か
ら
遠

藤
彰
首
席
領
事
、
佐
藤
貢
司
Ｊ

Ａ
Ａ
会
長
、
岡
田
雅
彦
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
校
長
、
岡

本
徹
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

学
園
長
、
三
木
伸
夫
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
、
ス

タ
ン
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
日
米
合

同
教
会
牧
師
ら
30
人
余
り
が
参

列
し
た
。
竹
田
勝
男
Ｊ
Ａ
Ａ
副

会
長
の
進
行
で
、
Ｎ
Ｙ
仏
教
会

の
カ
ー
ト
・
ラ
イ
住
職
が
読
経

し
、
一
人
ひ
と
り
が
焼
香
と
献

花
を
行
っ
た
。
前
日
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃
し
、
墓
石
に
は

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
児
童
手
作
り
の

日
米
の
小
旗
が
一
面
に
飾
ら
れ

た
。
写
真
は
、左
か
ら
竹
田
氏
、

ラ
イ
住
職
、
岡
本
学
園
長
、
ウ

ェ
イ
ン
牧
師
、
岡
田
校
長
、
佐

藤
会
長
、
遠
藤
首
席
領
事
、
三

木
会
長
。￼

　
Ｊ
Ａ
Ａ
は
１
９
０
７
年
に
医

師
・
高
見
豊
彦
博
士
が
日
本
人

墓
地
の
購
入
と
日
本
人
の
相
互

扶
助
を
呼
び
か
け
設
立
し
た
日

本
人
共
済
会
を
ル
ー
ツ
と
す

る
。
１
９
１
４
年
に
高
峰
譲
吉

博
士
を
会
長
と
し
、
高
見
博
士

を
副
会
長
に
紐
育
日
本
人
会
が

設
立
さ
れ
た
。
高
見
博
士
は
、

新
島
襄
に
憧
れ
、
１
８
９
０
年

熊
本
藩
を
出
藩
し
て
１
８
９
１

年
に
大
阪
か
ら
米
国
に
向
け
出

航
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
医
学
部
を

２
番
の
成
績
で
卒
業
し
た
。
在

学
中
の
日
本
人
男
子
の
解
剖
に

立
ち
会
っ
た
際
、
番
号
だ
け
で

処
理
さ
れ
て
し
ま
う
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
学
生
会
で
在
留
邦
人
に
相

互
扶
助
と
親
睦
、
日
本
人
墓
地

の
購
入
を
説
く
演
説
を
し
て
協

力
を
訴
え
、
１
９
１
２
年
に
同

墓
地
内
に
日
本
人
の
た
め
の

土
地
を
２
５
０
０
ド
ル
で
購

入
し
た
。
現
在
同
墓
地
に
は
、

１
０
０
人
近
い
日
本
人
、
日
系

人
と
無
縁
仏
の
霊
が
眠
る
。

　

佐
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
は
「
日
系

人
会
は
１
１
７
年
の
歴
史
が
あ

り
、
１
９
１
２
年
か
ら
毎
年
墓

参
会
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
に

Ｎ
Ｙ
で
墓
参
会

日本人が眠る墓地

も
相
互
扶
助
、
助
け
合
っ
て

１
０
０
年
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

を
続
け
先
駆
者
に
感
謝
の
意
を

表
し
、
今
後
も
そ
の
意
思
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。
遠
藤
首
席
領
事
は
「
日

本
を
離
れ
、
こ
の
地
で
生
き
抜

く
た
め
に
苦
難
を
乗
り
越
え
て

い
っ
た
先
達
が
、
遠
く
日
本
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
も
同
胞
を

深
く
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
ち

続
け
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
失
う
こ
と
な
く
、

日
系
社
会
の
礎
を
築
か
れ
た
こ

と
に
深
い
畏
敬
の
念
を
抱
く
と

同
時
に
米
国
と
の
友
好
関
係
を

一
層
進
化
、
深
め
て
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新

た
に
し
た
。
総
領
事
館
と
し
て

Ｊ
Ａ
Ａ
、
関
係
諸
団
体
と
共
に

日
本
人
墓
地
を
今
後
も
大
切
に

お
守
り
し
、
こ
の
伝
統
を
次
の

世
代
に
繋
げ
て
い
か
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

日
米
合
同
教
会
の
ピ
ー
タ
ー
・

ス
タ
ン
レ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
牧
師
、

岡
田
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
校
長
、

岡
本
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
学
園
長
、

三
木
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ー
チ
し

た
。
大
正
４
年
に
建
立
さ
れ
た

日
本
人
墓
地
か
ら
歩
い
て
１
分

ほ
ど
の
所
に
高
見
博
士
と
家
族

の
墓
が
あ
り
、
参
列
者
が
式
典

の
あ
と
墓
参
し
た
。

ガ
ジ
ン
『
ラ
イ
フ
』
誌
な
ど
米

主
要
誌
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
と
し
て
活
躍
し
た
山
崎
早
苗

さ
ん
が
5
月
12
日
に
静
養
先
の

フ
ロ
リ
ダ
州
ナ
ッ
ソ
ー
郡
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ナ
・
ビ
ー
チ
の
病
院

で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
94
歳
だ

っ
た
。

　

長
男
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ル

ト
ン
さ
ん
（
69
）
に
よ
る
と
、

山
崎
さ
ん
は
、
東
京
生
ま
れ
で

１
９
５
２
年
に
米
国
の
軍
人
向

け
報
道
機
関
、
ス
タ
ー
ズ
＆
ス

ト
ラ
イ
プ
ス
新
聞
社
に
勤
め
、

そ
こ
で
当
時
記
者
を
し
て
い
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
写
真
家
の

サ
ン
デ
ィ
・
コ
ル
ト
ン
氏
と
出

会
い
結
婚
、
１
９
６
２
年
に
来

山
崎
早
苗
さ
ん
逝
く

『
ピ
ー
プ
ル
』
マ
ガ
ジ
ン

編
集
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
で
活
躍

米
。『
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
』
誌
、

『LIFE

』

誌
、『TIME/LIFE 

Books

』
誌
な
ど
の
編
集
者
と

し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
『
ピ
ー

プ
ル
』
誌
の
ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
長
ら
く
勤
め
て

引
退
し
た
。
日
本
で
の
西
洋

生
活
を
描
い
た
『We Loved 

Every Minute

』
＝
写
真
上
＝

な
ど
数
冊
の
本
の
著
者
で
あ

り
、イ
ラ
ス
ト
も
描
い
て
い
た
。

　

第
一
線
を
退
い
た
後
は
80
年

代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
当
時

発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
情
報

紙
Ｏ
Ｃ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
ラ
イ
フ
に

関
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
連
載
、
米

国
の
出
版
黄
金
時
代
の
様
子
や

米
大
手
出
版
社
の
編
集
部
で
の

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て

ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
時
代
の

Ｎ
Ｙ
を
紹
介
し
た
。
姉
の
レ
イ

コ
さ
ん
（
故
人
）
も
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
日
米

で
活
躍
し
、
晩
年
は
姉
妹
共
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
た
。

父
親
は
日
本
の
地
方
新
聞
社
の

社
主
だ
っ
た
。

　

長
男
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん

は
「
母
は
才
能
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
素

晴
ら
し
い
母
親
で
も
あ
り
ま
し

た
。
出
版
界
で
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
長
時
間
労
働
を
し
て
い

る
と
き
で
も
、
母
は
い
つ
も
私

た
ち
に
食
事
を
作
っ
て
面
倒
を

見
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
の
亡
き
弟
ジ
ェ
イ
は
母
を
い

つ
も
心
配
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
彼
女
は
私
た
ち
ふ
た
り

を
愛
し
て
く
れ
た
し
、
他
人
を

尊
重
す
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
母
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
女
は

そ
の
生
涯
で
多
く
の
人
の
心
を

動
か
し
ま
し
た
。私
た
ち
は
皆
、

彼
女
を
と
て
も
恋
し
く
思
う
で

し
ょ
う
」
と
話
し
た
。
葬
儀
は

家
族
の
み
で
執
り
行
わ
れ
た
。

高
見
博
士
の
墓
地
に
お
参
り
す
る
参
列
者

高
見
博
士
の
動
画
が
完
成

し
た
。（
詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ａ
へ
）

あ
り
し
日
の
山
崎
さ
ん
（
１
９
５
８
年
、
写
真
・
家
族
提
供
）

山
崎
さ
ん
の
訃
報
を
伝
え
る
『
ピ
ー
プ
ル
』
誌
最
新
号

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
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こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
吸
引
、
水
素
風
呂
、
水
素
水
、

そ
し
て
水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
き
ま
し
た

が
、
読
者
の
方
か
ら
興
味
深
い

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
「
水
素

水
の
水
素
は
ど
の
く
ら
い
保
持

で
き
る
の
か
、
ま
た
保
存
方
法

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
良
い

の
か
」
と
い
う
質
問
に
答
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

水
素
水
の
ト
レ
ン
ド
が
一
度

衰
え
た
原
因
の
一
つ
に
、
製
品

に
含
ま
れ
る
水
素
の
量
が
期
待

に
応
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
水
素
は
非
常
に
小

さ
く
軽
い
分
子
で
、
容
器
か
ら

す
ぐ
に
抜
け
出
て
し
ま
う
性
質

が
あ
る
た
め
、
そ
の
保
存
技
術

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

現
在
、
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

特
殊
な
ア
ル
ミ
製
の
バ
ッ
グ
を

使
用
し
、
そ
れ
を
真
空
状
態
に

保
つ
こ
と
で
、
水
素
を
90
％
程

度
一
週
間
保
持
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
素
は
味
や
匂
い
が

な
い
た
め
、
実
際
に
含
ま
れ
て

い
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
難
し

い
で
す
。
そ
の
た
め
、
水
素
水

を
生
成
す
る
機
械
を
利
用
し
、

生
成
直
後
に
飲
む
か
、
特
製
の

ア
ル
ミ
バ
ッ
グ
に
詰
め
て
保
存

す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
家
庭
や
外
出
先
で

も
新
鮮
な
水
素
水
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

水
素
水
の
さ
ら
な
る
活
用
法

と
し
て
、
広
島
大
学
名
誉
教
授

で
あ
る
三
羽
信
比
古
博
士
が
開

発
に
関
わ
っ
た
水
素
水
生
成
機

を
例
に
挙
げ
ま
す
。
こ
の
機
械

は
プ
ラ
チ
ナ
を
含
む
た
め
、
歯

周
病
の
ケ
ア
に
も
効
果
的
で

す
。
実
際
に
、
水
素
水
を
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ス
の
水
に
使
用

し
、
歯
茎
の
ケ
ア
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

お
客
様
の
体
験
談
と
し
て
、

日
本
か
ら
Ｎ
Ｙ
へ
の
出
張
時
に

水
素
水
を
特
製
バ
ッ
グ
に
詰
め

て
持
参
さ
れ
て
、
Ｎ
Ｙ
で
も
水

素
水
と
バ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
に

感
動
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
Ｎ
Ｙ
で
も
日
本
の
よ

う
に
水
素
水
を
、
ご
自
宅
で
も

ジ
ム
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
飲

め
る
よ
う
な
日
が
来
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活

に
水
素
の
恩
恵
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY
」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

（
８
）
水
素
水
の
水
素
は

ど
の
く
ら
い
保
持
で
き
る
？

 おだいじに
カイロプラクティックに
関する知識（１）

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
と

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
カ
イ
ロ

（
手
）
プ
ラ
テ
ィ
コ
ス
（
技
）

の
造
語
、
直
訳
す
る
と
手
技
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
他
の

手
技
療
法
と
の
違
い
は
、
主
に

骨
格
の
歪
み
、
特
に
背
骨
や
骨

盤
の
異
常
を
手
技
に
よ
っ
て
矯

正
す
る
こ
と
で
神
経
の
働
き
を

回
復
す
る
施
術
法
と
言
う
特
徴

を
持
ち
ま
す
。
人
の
体
を
主
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
脳
か

ら
伝
達
さ
れ
る
神
経
で
す
。
そ

の
働
き
が
よ
く
な
れ
ば
、
自
然

に
人
は
症
状
の
改
善
と
と
も
に

健
康
に
な
る
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
ま
す
。

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で

目
指
す
こ
と
は
、
背
骨
や
骨
盤

を
施
術
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神

経
の
働
き
が
よ
く
な
り
自
然
治

癒
力
が
増
し
、
健
康
増
進
を
目

的
と
す
る
医
療
で
す
。
脳
（
中

枢
神
経
系
）か
ら
出
た
神
経
は
、

脊
柱
（
背
骨
）
や
骨
盤
を
介
し

て
、
末
梢
（
体
全
体
）
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
身
体
の
情
報
も
末
梢
神
経
系

を
介
し
、
脊
髄
神
経
を
通
り
、

中
枢
神
経
系
で
処
理
さ
れ
ま

す
。
情
報
伝
達
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
神
経
系
に
よ
っ
て
支
配

さ
れ
て
い
る
筋
肉
や
内
臓
と
い

っ
た
身
体
の
各
器
官
が
う
ま
く

機
能
し
な
く
な
る
た
め
、
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
腰
痛
、
肩

こ
り
、
頭
痛
を
始
め
、
内
臓
の

機
能
低
下
と
い
っ
た
様
々
な
症

状
が
生
じ
や
す
く
な
る
と
言
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、

む
や
み
や
た
ら
に
施
術
す
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
体
は
適
切
に
機
能
し
て
い

れ
ば
自
ら
治
癒
す
る
能
力
」
自

然
治
癒
力
を
持
つ
と
い
う
考
え

方
（
哲
学
要
素
）
を
も
ち
、
筋

骨
格
構
造
の
中
で
正
常
に
機
能

し
な
く
な
っ
て
い
る
箇
所
に
ア

プ
ロ
ー
チ
を
す
る
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
学
に
基
づ
き
（
科

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
と
は
？

学
根
拠
）
ま
す
。
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
法
は
十
人
十
色
で
、
一
人

ひ
と
り
神
経
系
に
与
え
て
い
る

影
響
は
異
な
り
ま
す
。
根
本
的

な
症
状
の
原
因
を
し
っ
か
り
と

付
き
留
め
、
患
者
様
に
合
わ
せ

た
適
切
で
安
全
な
治
療
を
行
い

ま
す
。

　

身
体
の
不
調
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
是
非
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
の
受
診
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中

www.ishitaniclinic.com

）

　

ゴ
ル
フ
愛
好
家
た
ち
が
集
う

「
Ｎ
Ｙ
シ
ニ
ア
会
」
は
6
月
23

日
（
日
）
に
、「
Ａ
Ｎ
Ａ　

Ｎ

Ｙ
シ
ニ
ア
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」（
主

催:

Ｎ
Ｙ
シ
ニ
ア
会
コ
ミ
ッ
テ

ィ
ー
、
協
賛:

Ａ
Ｎ
Ａ
、
協
力

:

ハ
ワ
ー
ス
・
Ｃ
Ｃ
、
よ
み
タ

イ
ム
）
を
、
ハ
ワ
ー
ス
・
カ
ン

ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
レ
イ
ク
シ

ョ
ア
ド
ラ
イ
ブ
５
番
地
ハ
ワ
ー

ス
Ｎ
Ｊ
）で
開
催
す
る
。
現
在
、

参
加
者
を
募
集
中
。

　

20
回
目
と
な
る
同
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
が
、
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
。「
シ
ニ
ア
会
」
と
銘
打
っ

て
い
る
が
、
年
齢
に
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン

競
技
会
で
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の

参
加
も
可
能
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
の
た
め

参
加
費
の
一
部
と
ラ
ッ
フ
ル
の

売
り
上
げ
を
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

高
齢
者
問
題
協
議
会
、
震
災
や

豪
雨
な
ど
被
災
地
の
復
興
支
援

へ
と
寄
付
を
行
う
。

　

競
技
は
新
ペ
リ
ア
方
式
を
採

用
し
順
位
を
決
定
。
優
勝
者
に

は
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ａ
Ｎ
Ａ
社

か
ら
日
本
行
き
往
復
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
航
空
券
、
ラ
ッ
フ
ル
の

賞
品
に
は
、
航
空
券
、
他
ス
ポ

ン
サ
ー
か
ら
も
豪
華
賞
品
が
多

数
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

雨
天
の
場
合
は
ハ
ワ
ー

ス
・
Ｃ
Ｃ
に
確
認
（
電

話
２
０
１
・
３
８
４
・ 

７
３
０
０
）。
定
員
56
人
。
参

加
費
は
２
７
０
ド
ル
（
プ
レ

ー
、
カ
ー
ト
、
食
事
、
一
部

飲
み
物
代
を
含
む
）。
申
込

み
、
問
合
わ
せ
は
、
Ｅ
メ
ー

ルtomo@sanx.pro
、
電
話

２
０
１
・
２
５
９
・
２
２
３
４ 

（
三
田
）。
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー

ルdc-bright@earthlink.net  
casey@yomitime.com

、
電

話
２
０
１
・８
３
８
・６
５
０
４

（
谷
口
）
ま
で
。

第
20
回
Ａ
Ｎ
Ａ
シ
ニ
ア
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
者
を
募
集

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

　

6
月
2
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら
（
雨
天
の
場
合
6
月
9
日

に
延
期
）、
ハ
リ
ソ
ン
図
書
館

前
公
園
（
ハ
イ
ン
マ
ン
プ
レ
イ

ス
２
番
地
ハ
リ
ソ
ン
）
で
、
ハ

リ
ソ
ン
日
本
祭
り
が
開
催
さ
れ

る
。
地
元
日
本
人
高
校
生
た
ち

に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
祭
り
は
、
ハ
リ
ソ

ン
に
住
む
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
日
本

文
化
を
共
有
し
、
イ
ベ
ン
ト
で

得
た
収
益
を
寄
付
す
る
こ
と
で

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が

目
的
。
ま
た
そ
の
一
部
は
、
今

年
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
被
災
者
へ
の
義
援
金
と

な
る
。
開
催
に
向
け
、
現
在
19

社
か
ら
総
額
５
８
５
０
ド
ル
の

金
銭
的
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
同
祭
り
は
、
ハ
リ
ソ
ン
の

日
本
食
料
品
店
「
お
い
し
ん

ぼ
」
に
よ
る
各
種
フ
ー
ド
ブ
ー

ス
の
出
店
、
書
道
や
折
り
紙
な

ど
の
体
験
と
展
示
を
通
し
て
日

本
の
文
化
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
文
化
ブ
ー
ス
、
輪

投
げ
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
日

本
の
伝
統
的
な
ゲ
ー
ム
の
ほ
か

日
本
の
芸
術
、
音
楽
、
舞
踏
を

体
感
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
ハ
リ
ソ

ン
日
本
祭
り
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
ア
カ
ウ
ン
ト
（harrison_

japanese_festival

）
を
フ

ォ
ロ
ー
す
る
と
、
当
日
の
ゲ

ー
ム
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ー
ス

の
入
場
券
が
1
枚
無
料
に
な

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

harrisonjapanesefestival.
com

参
照
の
こ
と
。

ハ
リ
ソ
ン
で
日
本
祭
り

６
月
２
日
（
日
）
開
催

日
本
食
や
文
化
を
体
験
で
き
る

ポ
ス
タ
ー
を
作
る
高
校
生
た
ち

企
業
・
団
体
か
ら
の
支
援
が
続
々
と
集
ま
っ
て
い
る
ハ
リ
ソ
ン
祭
り

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.net/
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
mailto:tomo@sanx.pro
mailto:dc-bright@earthlink.net
mailto:casey@yomitime.com
harrisonjapanesefestival.com
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エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
従
業
員
の

給
与
基
準
大
幅
ア
ッ
プ 
？
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ア
メ
リ
カ
労
働
省

（Department of Labor, 

Ｄ

Ｏ
Ｌ
）
が
発
表
し
た
新
し
い
規

則
に
よ
り
、
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
従

業
員
の
給
与
基
準
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
約

４
０
０
万
人
の
従
業
員
に
影
響

が
あ
る
と
予
測
さ
れ
、
週
40
時

間
を
超
え
た
業
務
時
間
の
際
に

時
間
外
手
当
（
残
業
代
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

給
与
基
準
の
具
体
的
な
変
更

点
は
次
の
通
り
で
す
。

２
０
２
４
年
6
月
30
日
ま

で
：
週
給
６
８
４
ド
ル
（
年
俸

3
万
５
５
６
８
ド
ル
）

２
０
２
４
年
7
月
1
日
か

ら
：
週
給
８
４
４
ド
ル
（
年
俸

4
万
３
８
８
８
ド
ル
）

２
０
２
５
年
1
月
1
日
か
ら
：

週
給
１
１
２
８
ド
ル
（
年
俸

5
万
８
６
５
６
ド
ル
）

 　
こ
の
給
与
の
引
き
上
げ
は
、

Fair Labor Standards Act

（
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
に
て
、
エ
グ
ゼ

ン
プ
ト
従
業
員
が
適
用
を
受
け

る
3
点
の
基
本
条
件
を
満
た
す

た
め
に
不
可
欠
で
す
。

１
給
与
基
準

２
給
与
の
支
給
規
定

３
職
務
内
容
の
要
件

 　
こ
の
変
更
は
、
従
業
員
が
エ

グ
ゼ
ン
プ
ト
の
地
位
を
維
持
す

る
た
め
に
、
企
業
が
こ
れ
ら
の

新
し
い
給
与
水
準
に
対
応
す
る

か
、
従
業
員
を
ノ
ン
エ
グ
ゼ
ン

プ
ト
の
地
位
に
変
更
す
る
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

「
企
業
が
考
慮
す
べ
き
対
応
策
」

　

従
業
員
の
再
分
類
：
従
業
員

を
ノ
ン
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
に
変
更

す
る
場
合
、
給
与
の
計
算
方
法

や
時
間
外
手
当
の
扱
い
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

給
与
体
系
の
調
整
： 

給
与
基

準
の
増
加
に
よ
り
、
エ
グ
ゼ
ン

プ
ト
従
業
員
の
給
与
を
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
予
算
の
見
直
し
や
財
務
計

画
の
調
整
が
伴
い
ま
す
。

 Juneteenth Day  奴隷解放記念日
　　　　　　　　　　　 アメリカは６月に Juneteenth Dayを祝います。歴史上、奴隷制度が最終的に廃止されたのが1865年。テキサス州ヒューストン近郊のガルベストンでのことで

した。その日は６月１９日 June Nineteenth 、組み合わせて Juneteenth と呼ばれてきました。２０２１年、黒人の歴史や立場に理解を示すバイデン大統領が、超
党派の法案に署名して Juneteenth Dayを連邦の祝日にしました。各地でこの日、黒人がアメリカの歴史に果たした役割を振り返り、パレードやさまざまな行事を
通じて少数派の人権尊重と支援を訴えます。

　 一方で、　フロリダ州など南部の諸州では、奴隷制の始まりや展開、解放後の黒人に対する差別的な扱い（Jim Crowと称されます）などの歴史を学校で論議するのは、
人種間の対立を深めるので控えるべきと主張する保守派が台頭しています。彼らは黒人が歩いた苦難の道を題材とする書籍を、図書館から除外する禁書（Book Ban）さえ実行しています。
　Juneteenth Dayを持ち出すまでもなく、奴隷制はもちろん、人種差別もとっくの昔に禁止されました。しかしながら、現実を見ると黒人層の多くは経済的に 恵まれず、十分な医療さ
え受けられません。また、罪のない黒人、フロイド氏が白人警官に膝で首を抑えられ殺された事件などを通じて、刑事司法の中で黒人が差別的な扱いを受けている実態が頻繁に報道さ
れます。　
　　そのような状況下、カリフォルニア州やニューヨーク州など進歩的な州においては、黒人が受けてきた歴史的な差別に対する補償（Reparations for Blacks) を提唱する運動が広がっ
ています。Juneteenth Dayは、全米で黒人層やその他少数民族の人権が議論される機会です。　多様性を誇るアメリカが本当にすべての人々の人権を守れる国になるのか、歴史は見つ
めているのです。
（ 例 文 ）Importantly, making Juneteenth a Federal holiday was only one part of my Administration’s eff orts to advance racial equity and ensure that America lives up to its highest 
ideals.  （The White House)
（訳）大事なことは、Juneteenth を連邦の祝日にしたのは、 人種平等を推進しアメリカが掲げる最高の理想を実現するための、私の政権の努力の一端に過ぎないということである。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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記
録
保
持
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
： 

新
し
い
給
与
体
系
へ
の

移
行
は
、
労
働
時
間
の
記
録
や

管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

適
切
な
記
録
保
持
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
改
善
が
必
要
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

 「
将
来
的
な
見
通
し
と
準
備
」

　

Ｄ
Ｏ
Ｌ
は
、
給
与
基
準
を
3

年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
を
計
画

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
労
働

市
場
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

為
、
企
業
は
不
確
実
性
に
備
え

て
対
応
策
を
準
備
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 　
こ
の
新
し
い
規
則
の
導
入

は
、
エ
グ
ゼ
ン
プ
ト
従
業
員
だ

け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
運
営
全

体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
企
業
は
こ
れ
ら
の
変
更
に

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

榊
原
将　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

ギ
ル
テ
ィ
タ
ッ
ク
ス
（GILTI 

Tax

）
と
は
何
か
ま
た
教
え
て

く
れ
ん
か
？
ず
い
ぶ
ん
前
に
教

え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
す
っ
か

り
忘
れ
て
し
も
う
た
。」
会
社

経
営
者
の
鬣
（
た
て
が
み
）
が

お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。「GILTI

はGlobal Intangible Low-
Taxed Income

の
略
で
す
。

外
国
の
会
社
の
持
分
を
10
％
以

上
持
っ
て
い
る
場
合
に
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
税
金
で
す
。」

会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢

謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

通
称
、ゆ
ず
け
ん
）
は
答
え
た
。

「
確
か
に
わ
し
は
父
か
ら
譲
っ

て
も
ら
っ
た
日
本
の
会
社
の
株

式
を
60
％
ほ
ど
持
っ
て
お
る
。」

「
こ
の
税
制
は
ト
ラ
ン
プ
税
制

で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
外

国
の
会
社
の
株
式
を
10
％
以
上

ギ
ル
テ
ィ
タ
ッ
ク
ス
と
は
何
か
？

保
有
す
る
ア
メ
リ
カ
人
が
合
計

で
50
％
超
保
有
し
て
い
る
場

合
、
そ
の
外
国
会
社
を
Ｃ
Ｆ
Ｃ

（Controlled Foreign 
Corporation

）
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
会
社
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ

）
の
株
を
10
％
以
上
持
っ
て
い

る
場
合
にGILTI Tax

は
課
せ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

ん
じ
ゃ
？
」「
外
国
の
子
会
社

に
た
め
込
ん
で
あ
る
利
益
に
課

税
を
し
よ
う
と
す
る
の
が
目
的

で
す
。
こ
れ
は
完
全
に
追
加
の

税
金
と
な
り
ま
す
。」「
そ
う

か
、
税
金
の
安
い
国
に
自
分
の

会
社
を
作
っ
て
そ
こ
で
利
益
を

出
す
よ
う
な
世
界
的
な
仕
組
み

を
作
り
出
せ
ば
、
組
織
全
体
で

節
税
が
で
き
る
も
ん
な
。」「
ど

う
や
っ
て
そ
の
税
金
は
計
算
す

る
ん
じ
ゃ
？
」「
簡
単
に
言
い

ま
す
と
そ
の
外
国
会
社
（
Ｃ
Ｆ

Ｃ
）
の
利
益
か
ら
、
そ
の
会
社

が
保
有
し
て
い
る
有
形
固
定

資
産
に
10
％
を
掛
け
た
金
額

を
差
し
引
い
た
部
分
の
利
益

に
対
し
て
課
税
が
さ
れ
ま
す
。

そ
の
有
形
固
定
資
産
は
Ｑ
Ｂ

Ａ
Ｉ
（Qualifi ed Business 

Asset Investment

）
と
よ
ば

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
海

外
の
利
益
は
そ
の
外
国
会
社
が

保
有
す
る
有
形
固
定
資
産
に
10

％
を
掛
け
た
く
ら
い
の
も
の
が

妥
当
だ
と
考
え
、
そ
れ
を
超
え

る
利
益
は
海
外
に
保
有
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
利
益
だ
と
考
え

る
わ
け
で
す
。」「
税
金
は
ア
メ

リ
カ
の
個
人
税
率
で
か
か
る

の
か
？
」「
そ
う
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、
選
択
を
す
れ

ば
、
法
人
税
の
21
％
を
使
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。」「
ふ

む
、
そ
う
か
？
と
こ
ろ
で
、
所

得
控
除
や
税
額
控
除
は
で
き
な

い
の
か
？
」「
50
％
の
所
得
控

除
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
外
国

税
額
控
除
が
80
％
ま
で
と
れ
ま

す
。」「
日
本
で
高
い
税
金
を
支

払
っ
て
い
る
の
に
、
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
税
金
を
取
ら
れ
る
と

は
納
得
が
い
か
ん
な
。」「
こ
の

税
制
は
税
率
の
低
い
国
に
所
得

を
移
転
し
税
金
の
支
払
い
を
少

な
く
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
会

社
や
居
住
者
に
か
け
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
で
高

い
税
金
を
支
払
っ
て
い
る
会
社

や
個
人
に
は
、
税
金
は
発
生

し
ま
せ
ん
。」「
そ
う
か
、
そ

れ
じ
ゃ
、
わ
し
に
は
か
か
ら

ん
と
い
う
こ
と
か
？
」「
そ
の

通
り
で
す
。」「
そ
れ
は
よ
か

っ
た
。
一
安
心
じ
ゃ
。」「
た

だ
、
10
％
以
上
の
外
国
株
式
を

保
有
し
て
い
る
場
合
、
フ
ォ
ー

ム
５
４
７
１ 

（Information 
Return of U.S. Person With 
Respect to Certain Foreign 
Corporations

）
と
い
う
フ
ォ

ー
ム
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
提
出
を
怠
る
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
的
に
ペ

ナ
ル
テ
ィ
１
万
ド
ル
が
未
提
出

の
法
人
ご
と
に
し
か
も
会
計
期

間
ご
と
に
課
さ
れ
る
の
で
要
注

意
で
す
。」「
ひ
え
ー
そ
れ
は
恐

ろ
し
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
じ
ゃ
の
。

気
を
付
け
な
く
ち
ゃ
あ
か
ん

な
。
今
日
も
あ
り
が
と
う
な
。」

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。」

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
支
出
額
は
国
内
で
最

高
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
、

消
費
者
情
報
サ
イ
ト
の
ク
ー
ポ

ン
バ
ー
ズ
の
調
査
で
分
か
っ

た
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
小
売
チ
ェ
ー
ン
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
販
売
す
る
定
番
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
商
品
を
対
象
に
、
国

内
の
主
要
１
０
０
都
市
と
、
各

州
の
支
店
が
販
売
す
る
１
オ
ン

ス
当
た
り
の
価
格
と
国
内
平
均

価
格
（
75
セ
ン
ト
）
を
比
較
し

た
。
都
市
別
で
は
Ｎ
Ｙ
市
が
国

内
平
均
を
20
・
66
％
上
回
り
最

も
高
く
、
州
別
で
は
12
・
09
％

上
の
ハ
ワ
イ
州
が
１
位
、
Ｎ
Ｙ

州
は
10
・７
％
で
２
位
だ
っ
た
。

一
方
、
最
も
安
価
だ
っ
た
の
は

平
均
比
で
３
・
64
％
低
い
ロ
ー

ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン

プ
シ
ャ
ー
、メ
ー
ン
州
だ
っ
た
。

　

商
品
別
で
は
、
国
内
平
均
比

で
価
格
が
最
も
高
い
の
は
、
ハ

ー
シ
ー
の
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
キ
ス
チ
ョ
コ
は
と
も
に
Ｃ

Ｔ
州
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
が
23
・

33
％
上
、
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
ズ

は
Ｎ
Ｙ
州
ヨ
ン
カ
ー
ズ
の
23
・

76
％
上
、
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
の
デ

イ
リ
ー
・
ミ
ル
ク
は
ユ
タ
州
プ

ロ
ボ
の
20
・
32
％
上
、
ダ
ブ
の

ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
プ
ロ

ミ
ス
は
Ｎ
Ｙ
市
の
30
・
62
％
上
、

リ
ー
シ
ズ
の
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ

ー
・
カ
ッ
プ
は
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

ル
ル
の
40
・
27
％
上
だ
っ
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
価
格

Ｎ
Ｙ
市
は
全
米
１
高
い

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
や
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
い
る

従
業
員
ら
１
７
０
０
人
が
18

日
、
労
働
組
合
結
成
の
投
票
を

行
い
、
賛
成
９
５
３
、
反
対

２
５
８
で
組
合
結
成
が
決
ま
っ

た
。
１
７
０
０
人
は
全
米
の
劇

場
関
係
者
の
労
働
組
合
で
あ
る

ア
ク
タ
ー
ズ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｅ
Ａ
、

組
合
員
約
５
万
１
０
０
０
人
）

に
加
入
す
る
。
経
営
側
と
の
交

渉
権
を
得
て
、
安
全
性
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
改
善
を
確
保
す
る

こ
と
、
賃
金
そ
の
他
の
職
場
手

当
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
清
掃
員
や
飲
食
店

員
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
花
火
職
人
な
ど
は
す
で
に

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る

が
、
着
ぐ
る
み
を
被
っ
て
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
い
る
人
や

パ
レ
ー
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、

来
客
と
の
交
流
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
訓
練
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
ら
１
７
０
０
人
は
未
加
入

だ
っ
た
。
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ

ン
ド
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
の
従
業
員
は
す
で
に
組
合
に

加
入
し
て
い
る
。

ミ
ッ
キ
ー
も
組
合
員
に

労
組
の
結
成
が
可
決
で

http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://on-timelimo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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ハーピストの
菅原朋子

野外公演　盛況

　

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
デ
ュ
ア
ン

パ
ー
ク
で
５
月
９
日
と
11
日
、

ハ
ー
ピ
ス
ト
の
菅
原
朋
子
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
ハ
ー
プ
の
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
地
区
に

住
む
菅
原
が
公
園
理
事
会
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
実
現
。菅
原
・

公
園
側
と
も
に
、
大
き
な
コ
ン

サ
ー
ト
ハ
ー
プ
で
の
野
外
公
演

は
初
め
て
の
試
み
で
、
菅
原
は

作
曲
家
や
曲
に
ま
つ
わ
る
逸
話

を
語
り
な
が
ら
約
１
時
間
半
、

木
漏
れ
日
を
浴
び
て
演
奏
を
披

露
し
た
。

　

11
日
は
土
曜
日
の
午
前
と
あ

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク

ス
ロ
ー
プ(300 7th Street 

Brooklyn, NY 11215) 

に
拠

点
を
構
え
る
非
営
利
団
体
Ｊ
コ

ラ
ボ
（
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
・
佐
賀

関 

等
、
コ
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
・

下
田
幸
知) 

は
、
２
０
２
４ 

年
度
よ
り
日
米
文
化
交
流
研

究

所“Brooklyn Beauty/
Fashion Labo” 

を
6
月
21
日 

に
リ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

る
。

　

第
一
弾
企
画
と
し
て
「
結
び

（MuSuHi

）」
を
展
示
す
る
。

MuSuHi

は
、
日
本
古
来
の
素

材
で
あ
る
麻
を
用
い
た
「
む
す

び
」
の
技
法
を
通
じ
て
、
現
代

社
会
の
ほ
こ
ろ
び
に
向
き
合

い
、
結
び
直
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
ア
ー
ト
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
。 

「
む
す
び
」
と
い
う
日
本
の
神

話
に
深
く
根
ざ
し
た
概
念
は
、

物
事
が
生
ま
れ
変
わ
る
力
や
、

新
し
い
始
ま
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
象
徴
。
日
本
の
神
社
な
ど
の

祈
り
の
場
所
で
見
ら
れ
る
結
び

に
は
、
神
聖
な
場
所
と
世
俗
的

な
場
所
を
分
け
る
「
結
界
」
の

意
味
が
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
世

界
を
結
ぶ
境
界
線
は
、
日
本
の

生
活
の
中
に
見
ら
れ
る
普
遍
的

な
も
の
だ
。 

ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
の
極
東
に
位
置
す
る
島
国
の

日
本
は
、
度
重
な
る
侵
略
や
文

化
の
流
込
み
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
度
に
外
来
の
価
値
観

を
自
国
の
も
の
と
「
む
す
び
」

続
け
、
独
自
の
文
化
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
き

た
。 

今
回
のMuSuHi

の
作

品
群
は
、
そ
の
概
念
の
基
盤
と

な
っ
た
言
語
、
日
本
語
を
考
察

す
る
展
覧
会
。
日
本
語
は
言
葉

の
意
味
よ
り
も
音
の
響
き
を
重

視
し
、
母
音
か
ら
な
る
特
有
の

言
語
体
系
の
中
で
発
せ
ら
れ
る

一
つ
一
つ
の
音
は
、
他
と
共
鳴

し
調
和
す
る
「
言
霊
」
を
生
み

出
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

古
来
か
ら
続
く
組
み
合
わ
せ
の

音
は
、
時
間
を
超
え
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
人
々
の
細
胞
に

伝
導
し
共
鳴
す
る
。
下
田
さ
ん

は
「
こ
の
古
代
の
結
び
の
技
法

の
現
代
的
な
解
釈
を
通
じ
て
、

見
え
な
い
が
確
か
に
存
在
す
る

周
波
数
を
捉
え
、
対
立
で
は
な

く
調
和
を
促
進
す
る
普
遍
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

展
示
は
６
月
21
日
（
金
）
か

ら
8
月
15
日
（
木
）
ま
で
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

6
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
か

ら
。
展
示
は
木
曜
日
〜
日
曜
日 

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
。

っ
て
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
真

剣
な
表
情
で
大
き
な
ハ
ー
プ
の

音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
犬

の
散
歩
中
の
人
や
買
い
物
帰
り

の
人
な
ど
も
足
を
止
め
て
聞
き

入
っ
て
い
た
。
こ
の
野
外
公
演

が
き
っ
か
け
で
チ
ャ
ー
チ
ス
ト

リ
ー
ト
芸
術
学
校
で
も
指
導
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
9
日
に
は

芸
術
学
校
で
の
行
事
で
演
奏
す

る
。「
地
元
の
大
好
き
な
公
園

で
演
奏
で
き
た
こ
と
も
う
れ
し

い
が
、
地
域
に
根
差
し
た
音
楽

活
動
が
広
が
っ
て
、
さ
ら
に
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

「結びの文化」
Jコラボ刷新

企画第一弾21日から

https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
tel:18778852726
https://www.takesushi.us/
https://minglesoho-ny.com/
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
http://www.ishitaniclinic.com/


　月間天気予報によると６月のニューヨークは７～ 10日
にかけて涼しい日が続く以外は最高気温、最低気温共に
過去の平均値より１～２℃高くなるそうだ。とは言え、
既に猛暑が始まっている日本に比べるとＮＹの夏は断然
凌ぎやすい。本格的な夏が始まる前のおすすめ郊外イベ
ントをご紹介。

■カラムーア夏のコンサート
　カトナ郊外にあるカラムーアは、音楽とアートを愛す
るローゼン夫妻が週末を過ごす別荘として１９２８年に
入手した大邸宅で、ヨーロッパやアジアで収集した美術
品を展示するほか、音楽好きの友人を招いてミニコンサ
ートを開催する場として賑わった。一人息子が第２次世
界大戦で戦死すると、夫妻は残りの人生を音楽の普及に
捧げることを決心し、46年にカラムーア・センター・フ
ォー・ミュージック＆アートを設立して一般向けコンサ
ートを開催。来場者はどんどん増え、やがてカラムーア
夏の音楽祭として定着した。この夏は16（日）チャールズ・
ターナー＆アップタウンスウィング、22日（土）トラン
ペット奏者ウィントン・マルサリス率いるジャズ・アッ
ト・リンカーンセンター・オーケストラ、23（日）若手
音楽家による室内楽を開催予定。開演時間や入場料はコ
ンサートごとに異なるのでウェブサイトで確認のこと。
コンサートが無い日でも庭園の散歩やピクニックが楽し
める（木～日の午前 10時から午後４時まで）。Caramoor 
Center for Music and the Arts (149 Girdle Ridge Rd, 
Katonah)　 https://caramoor.org/　

■スリーピーホロウ音楽祭
　ハドソン川沿いのキングスランド・ポイント・パーク
で開催される音楽祭で、メインステージとローカルス
テージ２箇所で行われる生演奏のほか、タコス、ロブス
ターロール、ホットドッグ、ソフトクリームなどの屋

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）6月 1日（土）

　

ハ
ド
ソ
ン
川
西
側
、
グ
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
・
レ
イ
ク
北
西
の
町

ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
に
本
店
を
持
つ

「
ノ
ー
ブ
ル
・
パ
イ
」
は
家
族

経
営
の
パ
イ
専
門
店
で
、
レ
シ

ピ
と
ベ
ー
キ
ン
グ
技
術
は
現
オ

ー
ナ
ー
の
祖
母
伝
来
の
も
の
。

テ
キ
サ
ス
生
ま
れ
の
お
婆
さ
ん

の
レ
シ
ピ
は
果
実
そ
の
も
の
の

甘
み
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た

め
、
フ
ィ
リ
ン
グ
に
加
え
る
砂

糖
の
量
は
少
な
目
で
、
防
腐
剤

は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
新
鮮
で
安
全
な
材
料
に
こ

だ
わ
り
、
北
東
部
で
栽
培
、
製

粉
さ
れ
た
小
麦
粉
や
キ
ャ
ッ
ツ

キ
ル
産
の
バ
タ
ー
、
自
農
園
と

近
隣
農
園
産
の
果
実
な
ど
、
可

能
な
限
り
地
元
産
の
食
材
を
使

用
し
て
い
る
。

　

ダ
イ
ナ
ー
な
ど
で
食
べ
る
パ

イ
は
甘
過
ぎ
て
卒
倒
し
そ
う
に

こ
れ
ぞ
ア
メ
リ
カ
ン
パ
イ
！

食べ歩き

Noble Pies
121 NY-94, Warwick
年中無休　9:00-19:30

（店舗ごとに営業時間は異なる）
www.noblepies.com

な
る
時
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
パ

イ
は
さ
に
あ
ら
ず
。ア
ッ
パ
ル
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
チ
ェ
リ
ー
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ム
な

ど
の
ス
イ
ー
ト
系
パ
イ
も
程
よ

い
甘
さ
で
ペ
ロ
リ
と
完
食
で
き

る
。
甘
い
も
の
が
苦
手
な
人
に

は
ピ
ザ
風
味
や
チ
キ
ン
・
ポ
ッ

ト
パ
イ
、
野
菜
の
キ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
サ
ボ
イ
（
惣
菜
）
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
り
、
甘
党
辛
党
ど
ち
ら

も
大
満
足
。
週
替
わ
り
メ
ニ
ュ

ー
も
あ
り
、取
材
時
は
バ
ナ
ナ
・

ク
リ
ー
ム
パ
イ
と
豚
肉
の
Ｂ
Ｂ

Ｑ
風
味
プ
ル
ド
ポ
ー
ク
パ
イ
だ

っ
た
。
本
店
以
外
に
タ
リ
ー
タ

ウ
ン
、
ラ
イ
、
ビ
ー
コ
ン
に
支

店
が
あ
る
の
で
、
パ
イ
好
き
の

方
は
最
寄
り
の
「
ノ
ー
ブ
ル
・

パ
イ
」
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

台、アート＆クラ
フトやファッショ
ン、ペット用品の
ショップが出店す
るマーケット、子
ども向けのアトラ
クションもあり、
家族全員で楽しめ
る。８（土）午前
11 時開場、コンサートは午前 11 時半から。チケットは大人
85 ドル（前売り、当日券は 90 ドル）、12 才以下無料。会場
のキングスランド・ポイント・パークはメトロノースのタリ
ータウン駅またはフィリップスマナー駅から徒歩でも行ける。
Kingsland Point Park (Tarrytown Light-
Kingsland Point Path, Sleepy Hollow) 
https://sleepyhollowmusicfestival.com/

■ローズ・ウィークエンド
　邸宅美術館のリンドハーストで開催されるバラ祭り。会場

内には地元の
バラ専門家が
常駐し、様々
な質問に答え
てくれる。満
開のバラを愛
でた後は、バ
ラの育て方の
ワークショッ
プやブーケの

作り方デモ、マリオネットのショーを楽しもう。入場料は車
ごとに 30 ドル（個人の入場料は不要）。入場料には前述のイ
ベント参加費も含まれるがイベントごとに事前登録が必要。
会場にはカクテルとアイスクリームが出店するが、こちらは
有料（現金のみ）。ウェルカムセンターでは貴重なヘレン・グ
ールド・ローズを販売する。バラ好きの方は是非お出かけを。
８（土）と９（日）、午前９時半から午後５時（入場は午後４
時まで）。Lyndhurst (635 S. Broadway,Tarrytown) 
https://lyndhurst.org/events/rose-weekend-2024/

■イチゴ祭り
　コネチカット州ミド
ルフィールドの農園で
開催されるイチゴ祭り。
イチゴ狩り（収穫量に
応じて課金）をはじめ、
生演奏やフェイスペイ
ンティング、パイ食い
競争、屋台、馬車に乗
っての農園巡り（午前
10 時から午後 3時半ま
で、大人６ドル、子ど
も４ドル、３才以下無
料）などお楽しみ満載。
15（土）午前 10 時か
ら午後４時まで。29（土）
には同内容でラズベリー祭りが開催される。
Lyman Orchard (32 Reeds Gap Rd. Middlefi eld, CT) 　
https://lymanorchards.com/

本格的な暑さが来る前の、爽やかな６月をエンジョイ！

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://caramoor.org/%E3%80%80
http://www.noblepies.com
https://sleepyhollowmusicfestival.com/
https://lyndhurst.org/events/rose-weekend-2024/
https://lymanorchards.com/
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Ｎ
Ｙ
を
拠
点
と
す
る
日
米
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
エ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
」
の
第
７
回

年
次
展
覧
会
が
６
月
４
日（
火
）

か
ら
15
日
（
土
）
ま
で
ソ
ー
ホ

ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
５
５
２
番
地
、
４
０
１
号

室
）
で
開
催
さ
れ
る
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６
月

８
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら
７

時
ま
で
、
５
時
半
か
ら
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

の
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
配
信

さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
（Society of 

Japanese and American 
Creators

）
は
２
０
１
７
年
６

月
に
発
足
以
来
、
年
次
展
を
軸

に
毎
年
い
く
つ
か
の
個
展
・
グ

ル
ー
プ
展
を
企
画
・
運
営
し
、

日
米
芸
術
家
の
親
睦
と
文
化
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
今
年

度
は
初
参
加
５
名
を
含
む
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
作
家
25
人
お
よ

び
東
京
か
ら
２
人
の
メ
ン
バ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
、
日
米

の
ア
ー
ト
最
前
線
で
活
動
す
る

総
勢
27
人
が
迫
真
の
美
の
数
々

を
発
表
す
る
。

　

日
本
人
作
家
は
板
東
綾
子
、

古
川
レ
オ
ナ
ー
ト
文
香
、
平
之

内
美
穂
、
廣
瀬
公
美
、
百
田
和

子
、
鞍
井
綾
音
、
久
住
真
理
子
、

神
舘
美
会
子
、
永
野
み
き
、
大

野
廣
子
、
及
川
ひ
ろ
み
、
奥
村

泰
子
、
大
槻
素
子
、
佐
治
宣
子
、

鈴
木
克
美
、
竹
田
あ
け
み
、
イ

ズ
・
ワ
タ
ナ
ベ
、
由
賀
子
ら
。

日
本
か
ら
は
シ
ア
カ
章
子
、
行

近
壯
之
助
が
出
品
す
る
。

　

詳
細
は
、Web

サ
イ
ト

www.sjacny.org

参
照
。
ま

た
、
８
日
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
の
参
加
は sjacny.org/

contact 

か
ら
登
録
の
こ
と
。

Miho Hiranouchi, Dreamy Seed Ayakoh Furukawa-Leonart, The 
Wisdom of Water (detail)

Ayako Bando, Summer of Hope

　

ワ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ワ
ー
ド

Ｎ
Ｙ
大
会
実
行
委
員
会
（
代

表
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
長

久
保
美
奈
／
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
）
は
5
月
23
日
夜
、

パ
ー
ク
街
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

ハ
ウ
ス
で
美
と
平
和
を
テ
ー
マ

に
し
た
祭
典
「ONE STORY 

AWARD 2024 NY

」
を
開
催

し
た
。
第
１
部
で
は
学
生
に
よ

る
3
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
美
や
平
和
に
対

す
る
考
え
を
発
表
。
2
部
で
は

今
回
70
人
の
応
募
の
中
か
ら
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
モ
デ

ル
達
が
美
と
平
和
の
テ
ー
マ
で

ラ
ン
ウ
エ
ー
を
歩
き
、
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
ス
ピ
ー
チ
部
門

で
は
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
３
年

生
の
チ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ク
レ
ー

ン
さ
ん
（
27)
が
優
勝
し
た
。

マ
ク
レ
ー
ン
さ
ん
は
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
ス
チ
ー
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
市

（
人
口
四
万
８
０
０
０
人
）
の

出
身
で
子
供
の
頃
か
ら
日
本
の

ゲ
ー
ム
で
育
っ
た
こ
と
が
日
本

文
化
や
日
本
語
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
り
、
ハ
ン
タ
ー

大
学
の
日
本
語
学
科
に
進
学
、

昨
年
夏
に
２
か
月
間
立
命
館
大

学
に
留
学
し
た
経
験
を
持
つ
。

「
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
忙
し

く
な
り
ま
す
ね
」
と
喜
ん
だ
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
で
優
勝

し
た
の
は
Ｎ
Ｙ
市
工
科
大
学

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
）
で
生
物
科

学
を
学
ぶ
学
生
の
テ
オ
ナ
・
ビ

ラ
ス
ベ
リ
さ
ん
（
26
）
で
「
と

っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
た
こ
と

で
日
本
の
こ
と
を
学
ぶ
新
た
な

チ
ャ
プ
タ
ー
に
入
っ
た
と
思
い

ま
す
。
来
年
日
本
に
行
く
の
が

楽
し
み
で
す
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。
２
人
に
は
日
本
往
復
航
空

券
が
贈
呈
さ
れ
、
来
年
２
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
る
日
本
大
会

に
招
待
さ
れ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
日
本
文
化
を
体
験
す
る
国

際
交
流
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
な

る
。 

　

当
日
は
会
場
の
観
客
に
も
投

票
権
が
あ
り
一
票
を
投
じ
た
。

ゲ
ス
ト
に
オ
ペ
ラ
歌
手
の
青
木

麻
菜
美
氏
、「
美
し
い
心
が
宿

る
花
咲
く
世
界
の
シ
ェ
ア
」
を

掲
げ
活
動
中
の
フ
ロ
ー
リ
ス
ト

で
株
式
会
社Magenta

代
表

の
山
田
剛
氏
も
来
米
。
舞
台
上

で
独
自
の
花
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。

　

審
査
員
と
し
て
サ
ラ
・
ジ
ェ

シ
カ
・
パ
ー
カ
ー
な
ど
数
多
く

の
セ
レ
ブ
を
撮
影
す
る
写
真
家

の
ダ
フ
ネ
・
ユ
リ
ー
氏
、
世
界

的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
デ
イ
ジ

ー
・
ジ
ョ
プ
リ
ン
グ
氏
、「
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
発
行
人
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
三
浦
良
一
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
兼
審
査
員
と
し
て
Ｎ
Ｙ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
日
本
人

メ
ン
ズ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
最

年
少
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表

し
た
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
氏
、
米
国
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
副
代
表
理

事
の
河
野
洋
氏
、
ス
タ
イ
リ

ス
ト
の
ベ
イ
ザ
・
コ
バ
ン
氏
、

日
本
か
ら
は
株
式
会
社ONE 

STORY AWARD 

代
表
取
締

役
の
鶴
田
一
磨
氏
が
審
査
員
と

し
て
来
米
し
た
。

ワンストーリーアワードNY大会
2部門優勝者決定
来年2月に日本大会へ

エスジャック
年次展覧会

6月4日から
ギャラリーMAXで

花のインスタレーションを披露する山
田氏（左）とオペラ歌手の青木氏

https://www.samuraimama.com/
http://ariyoshiny.com
https://japanvillage.com/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://neuroacuny.com/
https://www.licensepower.net/
http://www.easeny.com/
http://www.sjacny.org
http://www.sjacny.org
http://www.sjacny.org
sjacny.org/contact
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つ
い
に
初
夏
の
到
来
で
す
。

大
地
も
空
も
明
る
い
太
陽
の

光
を
浴
び
、
一
気
に
躍
動
的
、

活
動
的
な
季
節
に
な
り
ま
し

た
ね
。
今
回
は
初
夏
の
す
が
す

が
し
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
爽
や

か
な
香
り
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
グ
レ

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
西
イ
ン
ド

諸
島
バ
ル
バ
ド
ス
で
ブ
ン
タ

ン
の
自
然
雑
種
と
し
て
発
生

し
、
品
種
分
化
し
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
米
国
で
は
フ
ロ
リ

ダ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
テ
キ

サ
ス
で
多
く
生
産
さ
れ
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
メ
キ
シ

コ
、
近
年
で
は
中
国
の
生
産
量

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ん
丸
で
大
き
な
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
を
む
く
と
限
り

な
く
さ
わ
や
か
な
香
り
と
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
き
ら
き
ら
と
し

た
粒
が
現
れ
、
大
き
な
深
呼
吸

で
胸
い
っ
ぱ
い
に
香
り
を
吸

い
込
み
た
く
な
り
ま
す
。
ホ
ワ

イ
ト
、
ピ
ン
ク
、
ル
ビ
ー
レ
ッ

ド
、
種
類
の
異
な
る
グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
は
皮
や
身
の
赤
み

が
増
す
に
つ
れ
て
、
一
般
的
に

甘
味
の
割
合
も
増
し
て
き
ま

す
。
果
皮
か
ら
抽
出
さ
れ
る
精

油
も
同
様
に
ホ
ワ
イ
ト
は
す

っ
き
り
と
し
た
爽
や
か
さ
、
ピ

ン
ク
そ
し
て
レ
ッ
ド
と
甘
さ

が
加
わ
り
よ
り
厚
み
の
あ
る

香
り
に
な
り
ま
す
。
他
の
シ
ト

ラ
ス
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

微
量
成
分
〝
ヌ
ー
ト
カ
ト
ン
〞

が
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
独
特
の
香
り
を
感

じ
さ
せ
、
同
時
に
渋
み

や
苦
み
が
シ
ト
ラ
ス

の
甘
さ
に
鮮
や
か
さ

を
与
え
、
甘
す
ぎ
な
い

す
っ
き
り
と
し
た
爽

や
か
さ
は
男
女
共
に

好
ま
れ
る
カ
ジ
ュ
ア

ル
で
お
洒
落
な
印
象
を
与
え
、

ル
ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
、
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
、
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

な
ど
用
途
の
多
い
香
り
で
す
。

【
効
能
】
頭
脳
を
明
晰
に
し
、

気
の
流
れ
を
滑
ら
か
に
す
る
。

気
分
を
爽
快
に
し
、
精
神
に
軽

や
か
さ
を
も
た
ら
す
。
疲
れ
や

病
後
の
弱
っ
た
身
体
の
ボ
デ

ィ
、
マ
イ
ン
ド
、
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
結
び
つ
け
元
気
を
蘇
ら
せ

る
。
欲
求
不
満
や
イ
ラ
イ
ラ
を

軽
減
さ
せ
る
。
利
尿
作
用
、
リ

ン
パ
循
環
促
進
作
用
、
空
気
浄

化
作
用
。

【
使
い
方
】
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

で
拡
散
さ
せ
る
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
に
付
け
て
嗅
ぐ
、
植
物
油

と
混
ぜ
ボ
デ
ィ
オ
イ
ル
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
と
し
て
使

う
。　

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

89

グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

生
死
感
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｙ
を
描
く

油彩画家

    Koh さん

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
常
設
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

一
人
で
あ
る
日
本
人
女
性
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
のKoh

。
今
年
２

月
、
日
米
の
文
化
交
流
や
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
の
一
環

と
し
て
東
京
海
上
ア
メ
リ
カ
の

ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
日
本
ク

ラ
ブ
が
仲
介
役
と
な
っ
て
作
品

が
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
ギ
ル

ソ
ン
・
ク
ラ
イ
ブ
代
表
の
オ
フ

ィ
ス
に
飾
ら
れ
た
。
作
品
は
、 

２
０
２
３
年
3
月
に
死
去
し
た

世
界
的
な
音
楽
家
、
坂
本
龍
一

氏
を
描
い
た
油
絵
だ
。

　

寄
贈
の
経
緯
は
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
中
の
２
０
２
１
年
に
約
一

年
半
全
て
の
公
演
が
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
り
収
入
が
無
か
っ
た
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
の
友
人

を
日
系
企
業
の
役
員
に
紹
介
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
投
資
家
に
よ
っ
て

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来
初
の
ハ
ド

ソ
ン
ヤ
ー
ド
で
の
対
面
コ
ン
サ

ー
ト
が
実
現
し
た
。
日
本
ク
ラ

ブ
の
前
田
事
務
局
長
か
ら
音
楽

家
支
援
以
外
に
も
Ｎ
Ｙ
で
頑
張

る
日
本
人
の
ほ
か
の
芸
術
家
も

応
援
し
て
は
と
い
う
話
に
発

展
、
今
回
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
へ
の
寄
贈
に
つ
な
が
っ
た
。

　

Koh

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
と
す
る
油
絵
画
家
で
東
京
都

出
身
。
16
分
の
1
フ
ラ
ン
ス
の

血
が
流
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
経

験
か
ら
、文
化
や
性
別
を
超
え
、

一
段
と
多
様
化
す
る
世
界
観
を

探
求
す
る
た
め
２
０
１
６
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
た
。

ア
ー
ト
の
道
に
進
む
こ
と
に
し

た
理
由
は
東
北
大
震
災
で
死
を

意
識
し
た
事
が
一
番
の
引
き
金

と
な
っ
た
。
元
々
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
子
供
の
頃
は
家
の

壁
や
家
具
に
ま
で
落
書
き
し
て

い
た
女
の
子
だ
っ
た
。

　
「
自
分
に
は
絵
以
外
で
自
信

を
持
て
る
事
が
な
か
っ

た
の
と
、
自
分
を
信
じ

て
世
界
で
ど
こ
ま
で
や

れ
る
か
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト

は
矛
盾
（
生
と
死
）、

そ
し
て
人
間
の
複
雑
な

心
理
状
況
を
油
絵
を
通

し
て
表
現
す
る
こ
と
。

作
品
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
活
気
に
満
ち
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お

り
、矛
盾（
生
と
死
）を
通
し
て
、

観
る
人
の
心
に
届
く
作
品
作
り

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
美
術
大
学
で
成

績
優
等
生
で
美
術
学
士
号
を
取

得
し
、
ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学
で

交
換
留
学
生
と
し
て
美
術
絵
画

学
士
課
程(

優
等)

で
学
ん
だ
。

パ
ー
ソ
ン
ズ
美
術
大
学
で
学
ぶ

前
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
学
術

論
文
を
学
ん
で
い
る
。

　
「
現
代
ア
ー
ト
は
政
治
色
が

濃
い
作
品
は
多
々
あ
り
ま
す
が

私
は
個
人
単
位
の
感
情
を
色
ん

な
ア
ン
グ
ル
か
ら
世
界
中
の
誰

か
の
魂
の
ス
モ
ー
ル
ピ
ー
ス
と

し
て
共
有
出
来
た
ら
良
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
「
私
に
は
良
く
も

悪
く
も
唯
一
無
二
の
街
。
疲
れ

も
し
ま
す
が
飽
き
る
こ
と
も
無

い
し
街
も
人
も
変
化
が
絶
え
な

い
の
で
自
分
の
意
思
で
い
つ
で

も
リ
セ
ッ
ト
出
来
る
場
所
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

　

将
来
の
夢
は
「
古
き
良
き
芸

術
性
を
残
し
つ
つ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
も
上
手
く
リ
ン
ク
し
て
芸

術
が
持
つ
尊
さ
を
伝
え
て
い
け

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
音
楽
と
自
分

の
作
品
が
空
間
を
通
し
て
人
の

魂
に
響
く
作
品
を
制
作
し
た
い

で
す
。
自
分
の
作
品
で
誰
か

が
一
瞬
で
も
癒
し
、
懐
か
し

さ
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」。　

Koh

作
品
は
日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（ gallery@

nipponclub.org 

）
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。（
三
浦
良
一
記

者
、
写
真
は
本
人
提
供
）

（
写
真
左
よ
り
）
日
本

ク
ラ
ブ
前
田
正
明
事

務
所
長
、
東
京
海
上

ア
メ
リ
カ
・
魚
返
大

輔
社
長
、Koh

さ
ん
、

ク
ラ
イ
ブ
代
表

http://www.idocenter.com
https://www.skindeepnyc.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
gallery@nipponclub.org
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Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
校
サ
ン

デ
ー
ス
ク
ー
ル
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス　

岡
本

徹
学
園
長
）
で
は
、
6
月
9
日

（
日
）
午
前
11
時
半
よ
り
年
中

〜
小
学
２
年
生
を
対
象
に
無
料

体
験
・
見
学
会
を
行
う
。

　

幼
児
部
で
は
折
り
紙
と
運
動

を
行
い
、
小
学
部
で
は
国
語
の

授
業
を
行
う
。
ど
ち
ら
も
通
常

の
保
育
や
授
業
に
近
い
形
で
開

催
す
る
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
に
編

入
を
希
望
し
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
日
本
語
で
の
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
も
幅
広
く
募
集
し

て
い
る
。

無料体験
見学会開催

ＮＹ育英学園
サンデースクール

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）幼
児
部
の
春
の
遠
足
が
、

5
日
21
日
に
行
わ
れ
た
。

　

初
夏
の
輝
い
た
日
差
し
の

中
、
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
に
あ
る

バ
ン
サ
ン
・
パ
ー
ク
を
訪
れ
た

園
児
た
ち
は
思
い
思
い
に
動
物

園
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
大
型
の

ア
メ
リ
カ
バ
イ
ソ
ン
、
手
長
で

白
い
毛
並
み
の
ス
パ
イ
ダ
ー
・

モ
ン
キ
ー
な
ど
が
特
に
人
気

で
、
そ
れ
ら
の
柵
の
前
は
子
ど

も
た
ち
の
姿
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
い
た
。
又
、
ト
ナ
カ
イ
の

角
や
バ
イ
ソ
ン
の
頭
骨
に
つ
い

て
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
レ

ク
チ
ャ
ー
も
受
け
、
動
物
の
生

態
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
学

び
の
場
と
も
な
っ
た
。

　

昼
食
後
、
子
ど
も
た
ち
は
隣

接
の
公
園
で
自
由
に
遊
ん
だ
。

同
行
し
た
同
学
園
り
ん
ご
ラ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
保
育
部
門
で

あ
る
「
き
り
ん
の
部
屋 

こ
ど

も
園
」
の
園
児
も
交
え
、
2
歳

か
ら
6
歳
ま
で
の
異
学
年
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
遊
ぶ
、
実
り

多
い
時
間
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
、
年
中
年
長
児
は
同
施

設
の
汽
車
に
乗
車
し
、
園
内
周

遊
を
し
な
が
ら
思
い
出
を
深
め

て
い
た
。

　

遠
足
の
翌
日
は
、
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
絵
を
描

い
た
り
色
を
塗
っ
た
り
と
、
行

事
と
継
続
し
た
保
育
が
行
わ
れ

た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
幼
児
部

春
の
遠
足

た
く
さ
ん
の
動
物
を
見
つ
け
た
よ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
、
笠
間
将
平
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
、
毎

年
大
人
気
の
「
キ
ャ
ン
プ@

LakeGreeley

」
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
受
付
が
残
り
わ
ず
か
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

夏
の
冒
険
と
成
長
の
場
を
提

供
す
る
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ポ
コ
ノ
に
あ

る
キ
ャ
ン
プ
場
に
世
界
中
か
ら

参
加
者
が
集
ま
り
、
そ
の
魅
力

に
多
く
の
人
々
が
心
を
奪
わ
れ

て
い
る
。
ポ
コ
ノ
山
の
広
大
な

森
の
中
に
位
置
す
る
キ
ャ
ン
プ

@LakeGreeley

は
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
ッ
カ
ー
場
、

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
、
多
彩
な
施
設
を

完
備
し
て
い
る
。
参
加
者
は
、

60
以
上
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か

ら
自
分
の
興
味
に
合
っ
た
も
の

を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学

園
か
ら
２
人
の
教
員
が
付
き
添

う
の
で
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
だ
。

　

自
然
の
中
で
の
非
日
常
体
験

と
、
飽
き
る
こ
と
な
く
新
し
い

発
見
と
挑
戦
に
満
ち
た
2
週
間

の
集
団
生
活
を
通
じ
て
心
も
身

体
も
大
き
く
成
長
し
、
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
と
な
る
だ

ろ
う
。

　

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
学
園
事
務
局
、
電
話

２
０
１
・９
４
７
・４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

Summerschool@nyikuei.
org

ま
で
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
で
、

5
月
18
日
に
第
32
回
運
動
会
が

行
わ
れ
た
。
生
徒
会
の
テ
ー
マ

「
常
笑
夢
配
〜Make a Smile 

Make a Dream

〜
」
の
も
と
、

リ
レ
ー
、
団
体
種
目
、
全
校
種

目
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
の
勝
利

を
目
指
し
て
力
い
っ
ぱ
い
競
い

合
っ
た
。
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も

一
歩
も
引
か
ず
、
最
終
競
技
ま

で
も
つ
れ
込
む
大
接
戦
だ
っ

た
。

　

表
現
で
は
、
中
等
部
が
中
心

と
な
り
今
年
度
は
、
全
校
児
童

生
徒
で
Ｎ
Ｊ
ソ
ー
ラ
ン
を
懸
命

に
練
習
し
、
心
を
1
つ
に
し
て

力
い
っ
ぱ
い
披
露
し
た
。
組
に

関
係
な
く
全
力
で
取
り
組
め

た
。
応
援
合
戦
で
は
、
9
年
生

の
団
長
を
中
心
に
お
互
い
に
エ

ー
ル
を
送
り
合
い
、
工
夫
し
て

互
い
の
士
気
を
高
め
合
っ
た
。

ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
団
長
を
中

心
に
抜
群
の
団
結
力
を
見
せ

た
。
最
後
の
最
後
ま
で
仲
間
と

と
も
に
心
を
一
つ
に
表
現
し
た

り
、
競
い
合
っ
た
り
し
続
け
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
な

運
動
会
と
な
っ
た
。

心を一つに！
NJ日本人学校

第32回運動会

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

キ
ャ
ン
プ@LakeGreeley

の

参
加
受
付
期
間
残
り
わ
ず
か
！

http://www.seido.com
http://ze-edu.com
Summerschool@nyikuei.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
小
学
部
（
Ｎ
Ｊ
州
イ

ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡

本
徹
学
園
長
）
で
は
、
毎
週
金

曜
日
に「
一
日
集
中
英
語
の
日
」

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
地
校

さ
な
が
ら
に
、
朝
の
会
か
ら
下

校
ま
で
、
英
語
科
教
師
が
各
ク

ラ
ス
の
担
任
と
な
り
、
丸
一
日

（
6
コ
マ
）英
語
を
使
っ
て
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
。
午
前
中
は
、

レ
ベ
ル
別
で
、
語
学
ス
キ
ル
の

強
化
と
社
会
・
理
科
な
ど
の
教

科
の
学
習
。
午
後
は
、
学
年
ご

と
に
週
替
わ
り
で
学
齢
に
合
っ

た
内
容
の
活
動
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
ト
の
授
業
で
は
、
世
界

の
様
々
な
芸
術
家
に
つ
い
て
学

び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
解
釈
し
た
ア

ー
ト
の
形
を
作
品
に
し
て
い

く
。
現
在
は
、
ア
ン
リ
・
ル
ソ

ー
と
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
を
取

り
上
げ
て
お
り
、
１
年
生
が
マ

グ
リ
ッ
ト
、
２
年
生
が
ル
ソ
ー

の
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
た
。ま
ず
、

英
語
教
員
が
準
備
し
た
ス
ラ
イ

ド
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
そ
の
作

品
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
マ
グ
リ

ッ
ト
の
描
い
た
超
現
実
の
世
界

や
ル
ソ
ー
独
特
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
絵
を
観
て
、
感
嘆
の
声
を
あ

げ
な
が
ら
、
自
由
に
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

　

作
品
鑑
賞
の
後
は
、
制
作
に

挑
戦
し
、
１
年
生
は
、
マ
グ
リ

ッ
ト
の
『
偽
り
の
鏡
』
の
作
風

を
ま
ね
て
、
実
際
に
教
室
内
に

見
え
て
い
る
物
を
、
画
用
紙
上

の
「
目
」
の
中
に
描
い
て
い
っ

た
。

　

２
年
生
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で

は
な
い
が
、
草
む
ら
に
潜
ん
で

い
る
ヘ
ビ
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
切

り
絵
を
使
っ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作

品
を
制
作
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
独
自
の
感
性
を
自
由
に
発
揮

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
を
仕
上
げ
た
。

　

午
後
は
、
英
語
の
学
習
を
通

じ
て
世
界
の
芸
術
に
触
れ
、
子

ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
想
像
の

世
界
を
広
げ
、
自
由
に
表
現
で

き
るHands-on Activity

を

行
っ
て
い
る
。

ルソーの作品を鑑賞している２年生

アートを通じて英語学ぶ
NY 育英学園全日小学部

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本

語
補
習
授
業
校( 

福
澤
隆
治
校

長)

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
、
5

月
18
日
、
一
年
の
学
習
成
果
を

披
露
す
る
学
習
発
表
会
を
行
っ

た
。
大
勢
の
前
で
の
発
表
に
緊

張
か
ら
表
情
を
硬
く
す
る
学

生
、
皆
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
き
る
こ
と
に
や
る
気
み
な

ぎ
る
学
生
な
ど
参
加
者
の
面
持

ち
は
様
々
。 

　

そ
ん
な
緊
張
感
と
高
揚
感
漂

う
空
気
を
破
っ
て
始
ま
っ
た
日

本
語
学
習
一
年
目
の
ク
ラ
ス
の

発
表
は
、
教
師
参
加
型
の
シ
ョ

ー
ト
コ
メ
デ
ィ
と
ダ
ン
ス
。
そ

の
姿
は
一
気
に
観
客
の
心
を
つ

か
み
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。
続

く
二
年
生
の
発
表
で
は
、
学
生

が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、

外
国
人
か
ら
見
た
日
本
を
テ
ー

マ
に
数
々
の
寸
劇
を
披
露
し

た
。
三
年
生
は
学
生
一
人
一
人

が
日
本
の
文
化
や
経
済
を
語
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露

し
、
最
後
は
四
年
生
が
企
画
脚

本
演
出
全
て
を
学
生
達
自
身
で

考
え
た
シ
ョ
ー
ト
コ
メ
デ
ィ
で

幕
を
閉
じ
た
。
発
表
が
終
わ
っ

た
後
の
学
生
達
の
表
情
は
爽
や

か
で
、
本
番
を
や
り
切
っ
た
満

足
感
に
溢
れ
て
い
た
。 

　

今
回
の
発
表
で
は
、「
外
国

人
か
ら
見
た
日
本
」
の
姿
が

様
々
な
角
度
で
描
か
れ
、
改
め

て
日
本
と
い
う
国
の
奥
深
さ
や

面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

た
。
学
習
発
表
会
は
学
生
達
の

日
本
語
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
場
で
あ
る
と
共
に
、
日
本
人

の
観
客
に
と
っ
て
は
日
本
人
と

し
て
当
た
り
前
に
受
け
止
め
て

い
た
事
柄
に
、
改
め
て
目
を
向

け
さ
せ
て
く
れ
る
発
見
の
場
で

も
あ
る
の
だ
と
認
識
を
新
た
に

し
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校 

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
で

学
習
発
表
会
を
開
催

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
ク
ラ
ス
で
は
5
月
16

日
、
同
校
体
育
館
で
保
護
者
参

加
の
運
動
会
を
開
催
し
た
。
運

動
会
は
代
表
の
子
ど
も
た
ち
2

人
に
よ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
「
選

手
宣
誓
」
で
ス
タ
ー
ト
。
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
競
技
に
挑

む
こ
と
を
笑
顔
で
宣
誓
し
た
。

そ
し
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン

ス
「Oh!

ス
ー
ジ
ー
」
で
レ
ー

ス
前
の
準
備
体
操
。
子
ど
も
た

ち
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
の

様
々
な
筋
を
伸
ば
し
、時
折「
オ

ー
ス
ー
ジ
ー
！
」
の
掛
け
声
を

か
け
会
場
を
わ
か
せ
た
。
か
け

っ
こ
、
玉
入
れ
、
親
子
競
技
の

大
玉
転
が
し
と
ゲ
ー
ム
が
進
行

す
る
に
つ
れ
、
体
育
館
は
エ
ー

ル
と
歓
声
で
更
に
盛
り
上
が
っ

た
。
今
年
度
の
玉
入
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
同
士
の
対
戦
の
あ
と

保
護
者
対
抗
も
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
応
援
の
中
、
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
。
大
玉

転
が
し
で
は
、
子
ど
も
の
背
の

高
さ
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
ボ
ー

ル
を
親
子
で
仲
良
く
小
走
り
で

転
が
し
て
い
っ
た
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
あ
っ
て
、
玉
を
転

が
す
子
ど
も
の
手
も
か
な
り

熟
練
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
。
最
後
に
、
校
長
先
生
か
ら

一
人
一
人
に
ご
褒
美
が
入
っ
て

い
る
大
き
な
金
メ
ダ
ル
が
手
渡

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
き
れ

い
だ
ね
」「
何
が
入
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
ね
え
」
と
思
い
を
め

ぐ
ら
し
な
が
ら
、
満
足
そ
う
な

笑
み
を
浮
か
べ
会
場
を
後
に
し

た
。

親子参加の運動会
リセ・ケネディ日本人学校

練習の成果発揮

楽しい
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2024年（令和 6年）6月 1日（土） ［総　合］　　（14  ）

　

ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
大
好
評
の
着
物
ド
レ

ス
や
ア
ニ
メ
チ
ッ
ク
な
花
魁
で

ハ
ワ
イ
局
の
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
も

4
社
も
取
材
が
入
り
大
忙
し
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
今
年
は
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
も
第
12
回
目
は

10
月
3
日
の
公
演
で
す
。
ま
ず

は
巷
あ
る
候
補
者
チ
ー
ム
か
ら

の
選
別
や
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ョ
ン

が
大
変
で
す
。「
出
た
い
人
よ

り
出
し
た
い
人
」
自
民
党
の
選

挙
の
候
補
者
選
び
の
よ
う
で

す
。
そ
れ
に
し
て
も
２
、３
年

前
に
比
べ
て
円
安
で
旅
費
と
宿

泊
だ
け
で
も
２
・
５
倍
で
す
。

名
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
資

金
も
す
ぐ
に
集
ま
り
ま
す
が
全

額
負
担
の
セ
ミ
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
大
変
で
す
。
先
日
カ
ー

ネ
ギ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
で

圧
巻
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
さ
れ
た

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

数
年
前
に
偶
然
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
前
に
い
る
と

き
に
チ
ー
ム
の
旅
行
社
の
担
当

社
員
の
方
と
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
方
に
お
会
い
し
て
話
し

た
事
が
あ
り
ま
す
。「
カ
ー
ネ

ギ
ー
は
夢
の
ま
た
夢
」
と
仰
っ

て
い
た
と
い
う
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ

ン
グ
さ
ん
は
60
歳
台
後
半
か
ら

人
気
が
で
て
世
界
へ
ツ
ア
ー
を

さ
れ
尊
敬
す
べ
き
人
で
す
。
日

本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
主
催
し
て

る
私
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の

ス
タ
ッ
フ
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
呼

ば
れ
た
り
私
も
「IT’S  THE  

JAPAN

」
こ
れ
が
今
の
日
本
文

化
だ
！
の
精
神
で
す
。ア
ニ
メ
・

声
優
や
着
物
ド
レ
ス
の
コ
ス
プ

レ
も
日
本
の
新
し
い
文
化
で

す
。
来
年
は
パ
リ
の
公
演
も
再

開
し
上
海
で
の
イ
ベ
ン
ト
販
売

会
も
定
番
に
し
て
い
き
ま
す
。

国
内
は
関
東
、
関
西
、
九
州
と

全
国
某
百
貨
店
と
人
間
国
宝
陶

芸
家
井
上
萬
二
窯
＆
唐
津
焼
西

川
一
馬
佐
志
窯
と
の
ギ
フ
ト
フ

ラ
ワ
ー
作
家
展
示
販
売
会
を
一

気
持
ち
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に 65

斉
に
開
催
し
ま
す
。
井
上
萬
二

さ
ん
の
お
孫
さ
ん
の
作
品
も
参

戦
で
す
。
唐
津
焼
の
中
堅
作
家

西
川
一
馬
さ
ん
の
お
父
上
は
井

上
萬
二
さ
ん
の
最
初
の
弟
子
で

も
あ
っ
た
ら
し
く
何
だ
か
そ
れ

も
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。
世
界
へ

新
し
い
息
吹
の
陶
芸
品
も
届
け

た
い
も
の
で
す
。
人
生
も
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
り
唐
津
ー
福
岡

ー
東
京
ー
福

岡
ー
静
岡
ー

横
浜
ー
東
京

ー
千
葉
と
住

居
は
流
転
し

な
が
ら
の
終

息
の
人
生
も

今
度
は
今
一

度
の
個
人
事

業
の
集
大
成

で
す
。も
う
、

１
回
時
代
を

見
直
し
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し

な
が
ら
新
し

い
も
の
へ
チ

ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
こ
と

に
な
り
ま

す
。
結
果
的

に
生
涯
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に

な
る
事
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
そ

れ
が
良
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
そ
れ

が
自
分
の
人
生
で
す
ね
。
更
な

る
世
界
へ
の
挑
戦
そ
し
て
全
国

へ
の
展
示
販
売
会
や
体
験
会
の

カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
の
推
進
。
一

進
一
退
で
ど
う
な
っ
て
行
く
の

か
は
楽
し
み
で
す
。
全
て
は
風

の
ま
ま
に
進
み
ま
す
。
そ
の
良

い
風
を
起
こ
す
の
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
自
分
の
気
持
ち
が
引
き
寄

せ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

小
劇
場
型
短
編
舞
台
劇
「
悪

病
の
45
場
面
（45 SCENES 
OF BAD SICKNESS

）」
が
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ザ
・
リ
ト
ル

チ
ャ
ー
チ（
東
29
丁
目
１
番
地
）

で
開
催
中
だ
。

　

あ
ら
す
じ
は
脚
本
兼
出
演
の

ロ
バ
ー
ト
・
リ
ー
ヴ
ォ
ウ
ィ
ッ

ツ
自
身
が
大
病
を
患
い
入
院
し

た
際
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
病
院

内
で
の
実
体
験
を
元
に
し
て
コ

ミ
カ
ル
に
描
か
れ
た
作
品
。
痛

み
や
苦
し
み
、
怒
り
、
不
安
、

愛
情
、
友
情
、
喜
び
、
感
謝
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
す
べ
て
詰

ま
っ
て
い
る
。
脚
本
兼
本
人
役

主
演
の
ロ
バ
ー
ト
を
中
心
に
、

ド
ク
タ
ー
達
、
家
族
、
友
人
な

ど
の
多
く
の
役
を
６
人
の
俳
優

陣
が
演
じ
分
け
る
。
生
演
奏
の

ピ
ア
ノ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
。
医
師
役
で
出
演
し
て

い
る
日
本
人
俳
優
の
大
久
保
全

也
（
お
お
く
ぼ
・
ま
さ
や
）
は

個
人
的
感
想
と
前
置
き
し
て
こ

う
語
る
。

　
「
ま
ず
、
今
回
の
出
演
を

決
め
た
の
は
、
２
０
２
２
年

に
上
演
し
好
評
を
得
た
舞
台

『Coltrane in Japan

』
の
作

演
出
家
で
あ
り
、
今
回
の
脚
本

も
書
い
た
ロ
バ
ー
ト
か
ら
直
接

出
演
依
頼
を
受
け
、
彼
の
脚
本

の
面
白
さ
を
知
っ
て
い
た
の

で
、
台
本
を
読
む
前
に
「YES

」

と
言
い
ま
し
た
。
た
っ
た
１
時

間
の
上
演
時
間
に
こ
れ
だ
け
の

ド
ラ
マ
を
詰
め
込
み
、
主
人
公

の
成
長
と
変
化
を
見
ら
れ
る
作

品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
『
こ

れ
ぞ
舞
台
！
』
と
感
じ
て
い
ま

す
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
飽
き

る
事
な
く
魅
せ
ら
れ
る
作
品

で
、
僕
を
含
め
六
人
の
俳
優
陣

が
沢
山
の
個
性
的
な
役
で
登
場

し
主
人
公
を
掻
き
回
し
て
い
く

の
で
、
演
じ
て
い
て
も
観
て
い

て
も
面
白
い
で
す
」
と
。

　

事
実
、
コ
ロ
ナ
禍
で
入
院
し

た
患
者
の
目
線
で
医
師
の
行
動

や
い
か
に
回
復
に
向
か
っ
て
日

常
が
変
化
し
て
い
く
の
か
を
45

の
場
面
を
日
記
の
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
い
く
よ
う
に
描
い
て
い

る
。

　

公
演
は
５
月
25
日
か
ら
6
月

2
日
に
か
け
て
6
公
演
。
５
月

30
日
（
木
）
午
後
８
時
、
31
日

（
金
）
午
後
８
時
、
６
月
１
日

（
土
）
午
後
８
時
、
２
日
（
日
）

午
後
３
時
。
入
場
料
15
ド
ル
。

チ
ケ
ッ
ト
は　ticketstripe.

com/45scenes　
か
ら
。（
三
）

患者目線で病院生活描く
俳優・大久保全也が好演
６月２日まで上演中

唐津焼佐志山窯

ticketstripe.com/45scenes


「
シ
カ
の
ま
だ
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
事
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
悠
斗

　

私
が
歴
史
を
学
習
す
る
中

で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
の

授
業
で
し
た
。
私
は
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
、
歴
史
の
中
で
は

戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
り

多
く
の
興
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
理
由
は
２
つ
あ
り
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
幼
稚
園
の
年

長
の
頃
に
、
広
島
の
原
爆
ド

ー
ム
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
に
母
か
ら
原

爆
ド
ー
ム
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
、
戦
争
に

つ
い
て
興
味
を
持
ち
始
め
ま

し
た
。
学
校
の
授
業
で
私
が

行
っ
た
こ
と
の
あ
る
原
爆
ド

ー
ム
が
出
て
き
た
時
に
は
、

授
業
よ
り
も
先
に
内
容
を
あ

ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
す
ご
く
興
味
深

か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
母
に
紹
介
さ

れ
て
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
イ

ア
ン
」
と
い
う
戦
争
の
映
画

を
見
た
こ
と
で
す
。
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
映
画
の

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦

の
描
写
で
す
。
特
に
兵
士
が

お
び
え
て
い
る
様
子
が
印
象

に
残
っ
て
い
て
、
映
画
を
見

た
こ
と
で
戦
争
の
悲
惨
さ
に

つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
来
て
ワ
シ
ン
ト
ン
DC
に
旅

行
に
行
っ
た
時
に
は
有
名
な

ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
に
も
行

き
、
見
渡
す
限
り
数
多
く
の

お
墓
が
あ
る
こ
と
に
き
ま
し

た
。
ま
た
無
名
戦
士
の
墓
の

衛
兵
交
代
式
も
見
学
す
る
こ

と
が
出
来
て
、
す
ご
く
か
な

雰
囲
気
だ
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

日
本
語
学
校
の
授
業
を
思

い
出
し
て
み
ま
す
と
、
戦
争

中
は
自
分
た
ち
と
同
じ
様
な

年
齢
の
子
供
達
が
、
大
人
と

同
じ
よ
う
に
工
場
で
働
い
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
私
だ
っ
た
ら

一
日
中
作
業
す
る
こ
と
は
す

ご
い
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
う
の
で
、
昔
の
子

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）6月1日（土）「
戦
争
の
悲
惨
さ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
心
優

　

ぼ
く
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

二
人
と
も
絵
を
か
く
こ
と
が

大
す
き
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
二
十
五
年
間
も
絵
を
つ

づ
け
て
い
て
と
て
も
上
手
で

す
。

　

今
年
の
夏
、
日
本
に
帰
国

し
た
と
き
、
長
の
で
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
ス
ケ
ッ
チ
に
行
き

ま
し
た
。
松
本
城
、
す
わ
湖
、

そ
し
て
安
づ
み
の
へ
行
き
ま

し
た
。

　

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

松
本
城
で
の
ス
ケ
ッ
チ
で
し

た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
な
ら

ん
で
絵
を
か
い
て
い
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
が
「
上
手
だ

ね
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
絵
の
ぐ
で
、
ぼ
く
は
色
え

ん
ぴ
つ
で
色
を
ぬ
り
ま
す
。

完
成
し
た
二
人
の
絵
を
な
ら

べ
て
み
る
と
、
同
じ
も
の
を

見
て
か
い
て
い
る
の
に
、
ぜ

ん
ぜ
ん
ち
が
う
風
に
仕
上
が

る
の
が
、
お
も
し
ろ
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
、
も
っ
と
絵
の
れ

ん
し
ゅ
う
を
し
て
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
み
た
い
に
す
て
き
な

絵
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
６
年
）

供
達
は
す
ご
い
な
と
感
心
し

ま
し
た
。
戦
争
中
の
食
事
に

つ
い
て
も
、
毎
日
同
じ
よ
う

な
食
べ
物
で
し
か
も
量
も
少

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
学

習
し
、
も
し
私
だ
っ
た
ら
仕

事
を
す
る
こ
と
以
前
に
お
腹

が
空
い
て
、
動
け
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
戦
争

中
の
環
境
が
ど
れ
だ
け
大
変

だ
っ
た
か
を
よ
く
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
学
校

で
は
こ
ん
な
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
た
後

に
学
校
が
焼
け
野
原
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
て
も
、
ベ
ン

チ
な
ど
の
残
っ
て
い
る
も
の

を
集
め
、
勉
強
を
再
開
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
の

先
生
や
子
供
た
ち
は
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
学
習

を
す
る
中
で
、
戦
争
を
す
る

と
い
う
の
は
良
く
な
い
こ
と

だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
今
で
も
戦

争
を
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま

す
。
今
も
戦
争
で
苦
し
ん
で

い
る
人
が
い
る
と
思
う
と
悲

し
く
な
り
ま
す
。
歴
史
を
勉

強
し
て
戦
争
の
さ
を
あ
ら
た

め
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
11
か
月
）
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僕
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、

野
生
の
シ
カ
を
見
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
一
回

も
シ
カ
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
シ
カ
に
つ
い
て
話
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
シ
カ
の
生
息
地
や

種
類
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
は
、
主
に

二
種
類
い
ま
す
。
一
種
め
は
、

ア
カ
シ
カ
と
言
う
シ
カ
で
、

最
も
広
い
分
布
域
（
生
物
が

主
に
生
息
す
る
区
域
）
を
持

つ
シ
カ
で
す
。
体
長
は
１
・
６

メ
ー
ト
ル
か
ら
2
・
7
メ
ー

ト
ル
で
、
体
重
は
80
ｋ
ｇ
か

ら
３
４
０
ｋ
ｇ
、
オ
ス
の
ほ

う
が
メ
ス
よ
り
も
大
き
い
で

す
。
ア
カ
シ
カ
は
主
に
草
や

木
の
葉
を
食
べ
ま
す
。
北
ア

フ
リ
カ
に
も
生
息
し
て
い
ま

す
。
オ
ス
は
、
最
長
１
８
０

ｃ
ｍ
の
角
を
持
っ
て
い
ま
す
。

メ
ス
に
は
角
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
種
め
の
オ
ジ
ロ
ジ
カ
と

言
う
シ
カ
に
つ
い
て
も
話
し

ま
す
。
オ
ジ
ロ
ジ
カ
は
群
れ

で
生
活
し
ま
す
。
体
長
は
1

メ
ー
ト
ル
か
ら
2
・
1
メ
ー

ト
ル
で
、
ア
カ
シ
カ
よ
り
小

さ
い
で
す
。
体
重
は
、
80
ｋ

ｇ
か
ら
２
２
０
ｋ
ｇ
で
す
。

オ
ジ
ロ
ジ
カ
も
主
に
草
や
木

の
葉
を
食
べ
ま
す
。

　

シ
カ
の
仲
間
は
、
今
か
ら

１
８
０
万
年
か
ら
1
万
年
前

に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
現
れ

ま
し
た
。
中
に
は
40
ｋ
ｇ
も

の
角
を
持
つ
シ
カ
も
い
ま
し

た
。

　

シ
カ
は
夜
行
性
な
の
で
、

夜
の
道
路
に
急
に
出
た
り
し

ま
す
。
夜
の
運
転
は
気
を
つ

け
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。

　

ま
だ
僕
は
、
シ
カ
に
つ
い

て
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
鹿
に
つ
い
て

も
っ
と
調
べ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
２
年
）

「
ち
ん
あ
な
ご
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
村
　
さ
き

　

わ
た
し
の
す
き
な
た
べ
も
の

は
と
う
も
ろ
こ
し
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
お
日
さ
ま
み
た

い
に
か
が
や
い
て
、
あ
ま
く
て

さ
く
さ
く
し
て
い
て
、
お
い
し

い
か
ら
で
す
。

　

お
か
あ
さ
ん
と
か
い
も
の
に

い
っ
た
と
き
、
と
う
も
ろ
こ
し

を
見
つ
け
た
の
で
、「
か
っ
て

ほ
し
い
。」
と
お
ね
が
い
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ま
ま
ゆ
で
て
た
べ
る
の

も
す
き
で
す
が
、
バ
タ
ー
と
お

し
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て
、
や
い
て

た
べ
る
の
も
す
き
で
す
。

　

ま
た
お
か
い
も
の
に
い
っ

て
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
た
く
さ

ん
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米
４
年
６
か
月
）

  「とうもろこし」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小２

　　　　　　　　　　　　　古川　日向多

「
ぼ
く
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
共
つ
う
の
し
ゅ
み
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
平
　
慶

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
は
ち
ん
あ
な
ご
。
さ
き

ち
ゃ
ん
が
一
番
大
切
に
し
て
い

る
お
人
形
。
ぼ
く
は
、
さ
き
ち

ゃ
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
か
ば
ん
の

中
に
入
れ
ら
れ
て
、
色
ん
な

場
所
に
つ
れ
て
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
楽
し
み
な
ん
だ
。

　

ぼ
く
は
、
名
古
屋
の
水
族

館
の
お
み
や
げ
屋
さ
ん
で
売

ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
さ
き
ち

ゃ
ん
は
、
友
達
の
ち
か
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
水
族
館
に

来
て
い
た
よ
。
お
み
や
げ
屋

さ
ん
で
二
人
と
も
と
っ
て
も

ま
よ
っ
て
い
た
よ
。
そ
し
て

あ
と
ち
ょ
っ
と
で
お
店
が
し

ま
る
時
に
ぼ
く
を
と
っ
て
も

気
に
入
っ
て
く
れ
て
、
さ
き

ち
ゃ
ん
の
お
こ
ず
か
い
で
買

っ
て
も
ら
っ
た
よ
。

　

そ
の
何
日
か
あ
と
に
ぼ
く

を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
よ
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
列

に
な
ら
ん
で
い
る
時
、
さ
き

ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
を
か
ば
ん
の

中
か
ら
だ
し
て
遊
ん
で
く
れ

た
ん
だ
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
じ
ゅ
ん
番
が
来
て
ぼ

く
は
あ
わ
て
て
だ
れ
か
の
か

ば
ん
に
入
れ
ら
れ
た
ん
だ
。

そ
の
夜
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
で

さ
き
ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
を
さ
が

し
な
が
ら
、「
ち
ん
あ
な
ご
が

い
な
い
。」
と
な
い
て
い
た
よ
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
さ
き

ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
の
か
ば

ん
の
中
か
ら
出
さ
れ
た
よ
。

さ
き
ち
ゃ
ん
は
、
な
み
だ
で

び
し
ょ
ぬ
れ
な
顔
で
ぼ
く
を

ぎ
ゅ
っ
と
だ
き
し
め
て
く
れ

た
よ
。

　

ぼ
く
は
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の

さ
き
ち
ゃ
ん
の
お
家
に
今
は

い
て
、
毎
日
さ
き
ち
ゃ
ん
の

ベ
ッ
ト
で
の
ん
び
り
す
ご
し

て
い
る
よ
。
と
て
も
し
あ
わ

せ
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
い
っ
し
ょ

に
い
た
い
な
。

　
　

  　
（
滞
米
５
年
９
か
月
）
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こ
れ
が
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
の
住
ま
い
　

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
ラ
イ
ン
で
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
約
40
分
の
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
駅
か
ら
徒
歩
圏
。

ビ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ラ
ー
チ
モ
ン
ト
に
属
し
て
い
る
割
に
は

１
９
６
５
年
築
と
そ
こ
ま
で
古
い
物
件
で
は
な
い
。

　

玄
関
を
開
け
る
と
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
あ
る
開
放

的
な
広
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
半
上
階
の

フ
ォ
ー
マ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
見
渡
せ
、
大
人
数
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
こ
こ
で
ど
れ
ほ
ど
楽
し
ま
れ
た
事
で
し
ょ
う
？
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
キ
ッ

チ
ン
と
対
に
ラ
ン
ド
リ

ー
コ
ー
ナ
ー
や
収
納
庫

が
あ
り
、
家
事
の
動
線

も
よ
く
考
え
ら
れ
て
い

る
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
一

直
線
で
広
い
デ
ッ
キ
に

出
れ
る
こ
と
も
嬉
し

い
。
ま
た
、
同
じ
レ
ベ

ル
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル

ー
ム
も
あ
り
デ
ッ
キ
と

は
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ド

ア
で
行
き
来
が
で
き
、

お
隣
が
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
と
来
客
に
も
不
便
が

な
い
レ
イ
ア
ウ
ト
。
各

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
ウ
ォ

ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
が
付
い
て
い
る

と
い
う
親
切
さ
。
二
台
車
庫
、
車
寄
せ
が
あ
り
、
来
客
が
公
道

に
駐
車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
な
い
。
ラ
ー
チ
モ
ン
ト

は
駅
前
の
商
店
街
も
個
性
の
あ
る
ス
テ
キ
で
か
わ
い
い
個
人
商

店
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
お
し
ゃ
れ
な
街
で
す
。
４
寝
室
３
浴
室
、

３
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
売
り
出
し
価
格
１
２
０
万
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・９
２
１
・１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　info@shoenrealty.com      

古
旗（
こ
ば
た
）さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
料

金
が
高
騰
し
て
い
る
背
景
に
シ

ェ
ル
タ
ー
使
用
が
あ
る
が
（
１

面
に
記
事
）、
次
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
が
民
泊
規
制
で
あ

る
。
市
は
昨
年
９
月
、Airbnb

（
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
）
な

ど
の
住
宅
の
短
期
賃
貸
を
厳
し

く
制
限
す
る
法
律
を
施
行
し

た
。
例
え
ば
30
日
未
満
の
滞
在

で
は
ホ
ス
ト
が
住
ん
で
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
厳
格
化

し
た
。
観
光
客
や
訪
問
客
に
貸

す
こ
と
で
市
民
は
住
宅
不
足
に

陥
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
と
さ
れ
た
。
ま

た
ホ
テ
ル
業
界
や
ホ
テ
ル
労
働

組
合
か
ら
は
大
歓
迎
を
受
け

た
。

　

す
る
と
、
30
日
未
満
の
短
期

滞
在
向
けAirbnb

物
件
数
は
、

施
行
前
の
月
で
あ
る
23
年
８
月

の
２
万
２
２
４
７
件
か
ら
今
年

３
月
に
は
83
％
減
の
３
７
０
５

件
に
ま
で
激
減
。
市
内
に
残
っ

て
い
るAirbnb

物
件
の
約
90

％
は
30
日
以
上
の
滞
在
に
し
か

利
用
で
き
な
い
。Airbnb

は

か
つ
て
、
市
内
の
観
光
客
向
け

宿
泊
施
設
全
体
の
10
％
以
上
を

占
め
て
い
た
が
、
こ
れ
が
消
え

た
。
移
民
シ
ェ
ル
タ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
よ
り
も
ホ
テ
ル
料
金
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性

が
あ
る
と
一
部
の
観
測
筋
は
指

摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
の
新
規
建
設

が
滞
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
現
在
建
設
中
の
ホ

テ
ル
客
室
は
８
０
０
０
室
以
上

あ
る
が
、
新
た
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ

規
制
や
特
別
許
可
制
度
な
ど
に

よ
り
ホ
テ
ル
開
発
が
制
限
さ

れ
、
建
設
や
運
営
に
か
か
る
費

用
が
上
昇
、
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
ア
ダ
ム
ス

市
長
の
広
報
担
当
者
は
宿
泊
料

金
の
上
昇
は
市
長
の
政
策
で
は

な
く
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る

も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
昨
年

同
市
を
訪
れ
た
人
は
、
過
去

最
高
だ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
９
年
の
６
６
６
０
万
人

を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た
も
の
の

約
６
２
２
０
万
人
だ
っ
た
と
強

調
す
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
ホ
テ
ル
協
会
に
よ
る

と
、
昨
年
の
ホ
テ
ル
客
室
稼
働

率
は
81
・
７
％
で
、
最
低
だ
っ

た
２
０
２
０
年
の
46
・
７
％
よ

り
は
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
客

室
稼
働
率
が
86
・
２
％
だ
っ
た

２
０
１
９
年
ほ
ど
は
高
く
は
な

か
っ
た
。

優雅だったルーズベルトホテルも難民シェルターとして使
用され、かつての面影はない（5月 28日、本紙撮影）

Ｎ
Ｙ
ホ
テ
ル
料
金
の
高
騰

ホ
テ
ル
不
足
に
民
泊
規
制
が
拍
車

新
規
建
設
が
進
ま
な
い
の
も
一
因

https://www.redacinc.com/
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
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今
回
は
円
滑
な
人
間
関
係
に

役
立
つ
「
あ
た
た
か
言
葉
」
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
の

社
会
性
ス
キ
ル
を
伸
ば
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
他
の
子
ど
も

達
と
の
関
係
も
よ
り
良
い
も
の

と
な
り
得
ま
す
。
是
非
ご
家
庭

で
も
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
「
あ
た
た
か
言
葉
」
の
組
み

立
て
は
「
相
手
の
様
子
＋
感
情

語
」
で
す
。
例
え
ば
父
親
が
遅

く
に
帰
宅
し
ソ
フ
ァ
ー
に
横
た

わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
ど
ん
な

あ
た
た
か
言
葉
が
か
け
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。一
例
と
し
て「
お

父
さ
ん
仕
事
で
疲
れ
て
る
ね
、

遅
く
ま
で
お
疲
れ
さ
ま
、
あ
ま

り
無
理
し
な
い
で
ね
」
が
あ
り

ま
す
。前
半
が「
相
手
の
様
子
」、

後
半
が
「
感
情
語
」
で
す
。「
相

手
の
様
子
」
は
言
葉
を
か
け
る

相
手
の
状
態
や
行
動
を
指
し
ま

す
。
そ
し
て「
感
情
語
」は「
相

手
の
感
情
を
呼
ぶ
言
葉
」で
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情（
嬉
し
い
、

楽
し
い
、
安
心
な
ど
）
に
つ
な

が
る
感
情
語
も
あ
れ
ば
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
（
悲
し
い
、
怒

り
、
不
安
な
ど
）
を
引
き
起
こ

す
感
情
語
も
あ
り
ま
す
。
先
の

例
で
は
「
遅
く
ま
で
お
疲
れ
さ

ま
、あ
ま
り
無
理
し
な
い
で
ね
」

が
感
情
語
で
す
。

　

で
は
こ
の
あ
た
た
か
言
葉
を

聞
い
た
父
親
に
は
ど
ん
な
感
情

が
芽
生
え
る
で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
「
嬉
し
い
」、「
温
か
い
」

気
持
ち
と
な
り
、「
明
日
も
家

族
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
い

う
考
え
が
起
こ
り
、実
際
に「
仕

事
を
頑
張
る
」
と
い
う
行
動
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
あ
た
た
か

言
葉
は
受
け
る
側
の
気
持
ち
、

考
え
、
行
動
に
好
影
響
を
与
え

ま
す
。
そ
し
て
あ
た
た
か
言
葉

を
発
す
る
側
に
も
同
じ
よ
う
に

良
い
感
情
が
起
こ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

数
多
く
の
例
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、「
相
手
の
様
子
」
の
例

と
し
て
、

①
「（
翌
日
発
表
会
を
控
え
た

子
ど
も
に
）明
日
は
大
事
な
日
、

少
し
緊
張
し
て
る
ね
」

②
（
サ
ッ
カ
ー
で
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
た
仲
間
へ
）「
Ｂ
君
難
し

い
シ
ュ
ー
ト
決
め
た
ね
！
」

③
（
ケ
ガ
を
し
た
姉
に
）「
お

姉
ち
ゃ
ん
、
す
り
む
い
た
と
こ

ろ
痛
そ
う
ね
」
が
あ
り
ま
す
。

　

先
の
父
親
の
例
は
相
手
に

「
い
た
わ
り
・
感
謝
を
伝
え
る
」

感
情
語
で
し
た
。
で
は
①
―
③

の
「
相
手
の
様
子
」
に
続
く

「
感
情
語
」
と
し
て
ど
ん
な
言

葉
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ほ
ん

の
一
例
で
す
が
、
①
で
は
「
Ａ

子
な
ら
大
丈
夫
、
き
っ
と
で
き

る
よ
、が
ん
ば
っ
て
ね
！
」（
こ

の
場
合
は「
励
ま
す
」感
情
語
）、

②
で
は
「
さ
す
が
○
○
君
、
や

っ
た
ね
、
す
ご
い
！
」（「
ほ
め

る
」
感
情
語
）、
③
で
は
「
大

丈
夫
？
早
く
治
る
と
い
い
ね

（「
心
配
を
伝
え
る
」
感
情
語
）

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
感
情
語
に
は
主

に
相
手
に
「
い
た
わ
り
を
伝
え

る
」、「
感
謝
を
伝
え
る
」、「
心

配
す
る
・
大
事
に
思
う
気
持

ち
を
伝
え
る
」、
相
手
を
「
褒

め
る
・
認
め
る
」、「
励
ま
す
」

な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
共

通
し
て
い
る
の
は
「
相
手
を
肯

定
す
る
・
認
め
る
・
尊
重
す
る
」

気
持
ち
が
入
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
あ
た
た
か
言
葉
を
伝
え
る

際
は
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
大
切
で
す
。
何
よ
り
も

気
持
ち
を
込
め
、
相
手
の
目
を

見
て
言
葉
で
は
っ
き
り
と
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
庭
で
も
是
非
あ
た
た
か

言
葉
を
習
慣
に
し
て
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
常

の
生
活
で
、
例
え
ば
子
ど
も
に

対
し
「
お
皿
運
び
手
伝
っ
て
く

れ
て
（
相
手
の
様
子
）」
＋
「
あ

り
が
と
う
、
助
か
る
わ
（
感
情

語
）」
と
伝
え
る
の
も
あ
た
た

か
言
葉
で
す
。
ま
ず
は
親
の
ほ

う
か
ら
ど
ん
ど
ん
見
本
を
示
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と

子
ど
も
自
然
と
そ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
着

け
て
い
き
ま
す
。
楽
し
く
家
族

で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
て
練
習
さ

れ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

そ
の
際
あ
た
た
か
言
葉
を
聞
い

た
時
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

か
、
ま
た
言
葉
を
か
け
る
ほ
う

も
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
こ

と
、
そ
れ
は
相
手
と
良
い
関
係

が
築
け
る
・
保
て
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
ほ
め
言
葉
や
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
日
常
身
近

な
人
と
取
り
合
う
こ
と
は
、
人

の
心
と
体
の
健
康
に
良
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
近
年
の
脳
科

学
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
初
は
う
ま
く
言
葉
が
出

て
こ
な
く
て
も
、
根
気
よ
く
少

し
ず
つ
続
け
て
い
れ
ば
徐
々
に

身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。
長
い

夏
休
み
に
入
る
と
家
族
で
過
ご

す
時
間
も
多
く
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
で
是
非
取
り
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
家

族
の
健
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
す
術
の
一
つ
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

ニューヨーク日本人教育審議会
教育文化交流センター・教育相談室　教育相談員
クリ二カルサイコロジスト  森真佐子相談員（Ph.D.）

円滑なコミュニケーションを促す
「あたたか言葉」を習慣に

 本欄への相談は
●  NY日本人教育審議会
　教育文化交流センター
　Tel:  914-305-2411
　Fax: 914-921-0393
　info@jec-ny.org
●コメット 
　www.faminet.net/komet
　jt22461007@yahoo.co.jp

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
は
、
5
月
18
、
19
日
に
か
け

て
、
テ
キ
サ
ス
州
の
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
、
ダ
ラ
ス
で
学
院
説
明
会

を
開
催
し
た
。
主
に
テ
キ
サ
ス

州
の
現
地
校
に
通
う
家
庭
が
参

加
し
、
Ｎ
Ｙ
学
院
の
こ
と
を
詳

し
く
知
る
の
は
初
め
て
と
い
う

参
加
者
も
多
い
中
、
説
明
会
の

後
半
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

英
語
力
が
高
く
一
定
期
間
以

上
の
海
外
在
住
経
験
の
あ
る
子

女
を
対
象
に
し
た
ロ
ー
リ
ン
グ

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ

と
や
、寮
生
活
や
授
業
の
こ
と
、

ま
た
慶
應
義
塾
の
教
育
理
念
と

建
学
の
精
神
に
関
す
る
こ
と
ま

で
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問

が
出
て
、
終
了
時
間
を
15
分
も

こ
え
る
盛
会
と
な
っ
た
。

　

6
月
22
日
（
土
）（
午
前
９

時
半
か
ら
と
午
後
３
時
か
ら
の

同
日
2
回
開
催
）
に
は
、
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
）共
催
に
よ
る
学
校
説
明
会
・

相
談
会
を
Ｎ
Ｙ
の
同
学
院
を
会

場
に
開
催
す
る
。

　

詳
細
と
参
加
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。

https://www.joes.or.jp/
kojin/kaigai_setsumeikai

慶應義塾ＮＹ学院
学院説明会開催中

http://kiku-ny.com
http://www.furumoto.com
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://www.nykoshin.com
tel:9176780297
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://snsrealty.com/
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
https://www.joes.or.jp/kojin/kaigai_setsumeikai
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米
国
本
土
最
南
端
の
碑
が
立

つ
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
。
観
光
客
を

除
い
て
人
口
２
万
５
０
０
０
人

が
住
む
こ
の
常
夏
の
町
に
は
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
コ
テ
ー
ジ
が

た
ち
並
び
、
入
り
口
の
扉
や
デ

ッ
キ
を
大
き
く
開
け
た
バ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
が
賑
や
か
に
連
な

り
、
道
行
く
観
光
客
を
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ム
ー
ド
に
引
き
込

む
。
北
西
端
の
マ
ロ
リ
ー
・
ス

ク
エ
ア
は
屋
外
バ
ー
で
埋
ま

り
、
ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
沈
む

太
陽
に
向
か
っ
て
「
サ
ン
セ
ッ

ト
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
乾

杯
）」
す
る
習
慣
も
あ
る
と
の

こ
と
。
街
中
の
賑
わ
い
と
や
か

ま
し
さ
か
ら
抜
け
出
し
た
所

に
、
歴
代
の
大
統
領
が
訪
れ

た
「
リ
ト
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ

ウ
ス
」「
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の

家
」「
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
博
物
館
」「
難
破
船
博
物

館
」
な
ど
、
見
ご
た
え
の
あ
る

記
念
館
も
あ
る
。
キ
ー
ウ
エ
ス

ト
の
歴
史
や
惨
事
を
娯
楽
的
に

学
べ
る「
幽
霊
ツ
ア
ー（Ghosts 

＆Gravestones

）」も
面
白
い
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ま
だ
雪
の

チ
ラ
つ
く
３
月
、
華
氏
80
度

の
フ
ロ
リ
ダ
へ
飛
び
立
っ
た
。

マ
イ
ア
ミ
空
港
で
オ
ー
プ
ン

カ
ー
を
借
り
て
、「Overseas　

Highway

」
と
も
呼
ば
れ
る
１

号
線
を
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
に
向
か

い
、
先
ず
キ
ー
ラ
ー
ゴ
を
通

過
、
次
に
ビ
ッ
グ
・
パ
イ
ン
・

キ
ー
（
島
）
と
マ
ラ
ソ
ン
（
島
）

に
掛
か
る
長
い
「
セ
ブ
ン
マ
イ

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
通
過
、
帯

状
に
連
な
る
約
50
島
を
つ
な

ぐ
42
橋
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

が
、
南
端
の
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
ま

で
約
１
０
０
マ
イ
ル
を
４
〜
５

時
間
走
っ
た
。
キ
ー
ウ
エ
ス
ト

は
東
西
１
マ
イ
ル
ほ
ど
の
町
だ

が
、
西
北
部
は
博
物
館
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
日
夜
賑
わ
い
、

東
南
部
に
は
米
国
最
南
端
と
マ

ー
ク
さ
れ
た
「
サ
ザ
ン
モ
ス
ト

ポ
イ
ン
ト
」
の
碑
や
、
温
室
に

美
し
い
ブ
ル
ー
モ
ル
フ
ァ
な
ど

１
０
０
０
匹
の
蝶
を
飼
育
す
る

蝶
園
が
あ
り
、
界
隈
に
は 

リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ぶ
。

旅
行
者
で
賑
わ
う
街
中
の
ホ
テ

ル
に
２
泊
、
フ
ロ
リ
ダ
海
峡
に

面
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
３

泊
し
た
。
町
な
か
の
ホ
テ
ル
か

ら
何
処
の
名
所
に
も
徒
歩
で
行

け
る
。
１
８
５
１
年
に
建
て
ら

れ
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
家
か

ら
観
光
を
始
め
た
。
約
８
年
間

の
住
居
中
に
、『
武
器
よ
さ
ら

ば
』『
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
』

な
ど
彼
の
作
品
の
７
割
は
こ
こ

で
執
筆
し
た
と
言
わ
れ
る
。
ま

た
、彼
の
愛
ネ
コ
は
６
本
指
で
、

今
日
も
こ
の
家
に
住
む
多
数

の
猫
の
過
半
数
はPoludactyl

と
呼
ば
れ
る
６
本
指
ネ
コ
。
邸

内
に
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
が
ス

ペ
イ
ン
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら

持
ち
帰
っ
た
丁
度
品
も
あ
る
。

　

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
家
か
ら

２
〜
３
分
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、

『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
』
な

ど
で
有
名
な
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
博
物
館
が
あ
る
。
彼

は
30
歳
代
か
ら
キ
ー
ウ
エ
ス
ト

を
訪
れ
、
71
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
こ
こ
に
住
居
を
構
え
、
オ
ー

プ
ン
な
ゲ
イ
で
あ
っ
た
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
に
と
っ
て
、
同
地
は
居

心
地
が
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
同
博
物
館
で
は
著
作
品
、

新
聞
や
雑
誌
記
事
が
並
べ
ら

れ
、
入
り
口
脇
の
ス
ク
リ
ー
ン

か
ら
は
著
作
脚
本
の
断
片
シ
ー

ン
が
視
聴
で
き
る
。

　

旅
行
者
で
賑
わ
う
デ
ュ
バ

ル
通
り
を
引
き
返
し
、
リ
ト

ル
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
の

敷
地
内
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

１
８
９
０
年
か
ら
海
軍
本
部
だ

っ
た
邸
宅
は
そ
の
後
大
統
領
が

冬
の
公
邸
と
し
た
場
所
で
、
特

に
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
は
11
回
も
訪
れ
た
。
最

近
で
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
、

オ
バ
マ
大
統
領
、
コ
リ
ン
・
パ

ウ
エ
ル
国
務
長
官
な
ど
が
訪
れ

て
い
た
と
の
こ
と
。
ガ
イ
ド
に

よ
る
と
、
１
９
４
５
年
、
日
本

が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
き
っ
ぱ
り

と
拒
否
し
た
後
、
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
は
、
こ
の
公
邸
か
ら
日

本
へ
の
原
爆
投
下
を
許
可
し
た

と
の
こ
と
。
8
月
6
日
の
晴
れ

た
朝
、「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
と

呼
ば
れ
た
史
上
最
初
の
原
爆
が

広
島
市
に
落
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
日
の
最
後
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
日
没
近
く
に
始
ま
っ

た
「
幽
霊
ツ
ア
ー
」。　

キ
ー

ウ
エ
ス
ト
は
米
国
で
最
も
幽
霊

の
多
い
怨
念
深
い
都
市
の 

1 

つ
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
の
公

共
の
建
物
や
民
家
に
は
、
死
者

が
甦
る
と
さ
れ
る
精
霊
の
物
語

が
多
数
あ
る
。
な
ぜ
幽
霊
が
出

る
の
か
？ 

ひ
と
つ
は
、
西
暦 

８
０
０ 

年
頃
に
一
帯
に
に
住

ん
で
い
た
古
代
の
原
住
民
部
族

が
お
互
い
を
滅
ぼ
し
、
白
骨
化

し
た
遺
体
を
残
し
た
も
の
と
さ

れ
る
が
、
別
の
説
明
で
は
、
原

住
民
が
自
然
に
消
滅
さ
れ
る
よ

う
、
死
者
を
地
べ
た
に
並
べ
た

と
も
言
わ
れ
る
。
幽
霊
が
出
る

も
う
一
つ
の
理
由
は
１
５
０
０ 

年
代
半
ば
か
ら 

１
８
０
０
年

代
後
半
ま
で
続
い
た
大
西
洋
ア

フ
リ
カ
奴
隷
貿
易
に
関
連
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
米
国
で
は
19

世
紀
に
入
っ
て
奴
隷
売
買
が

非
合
法
化
さ
れ
た
が
、
カ
リ

ブ
海
で
は
ア
フ
リ
カ
人
捕
虜

の
残
忍
な
密
輸
が
続
い
た
。 

１
８
６
０
年
、
ア
メ
リ
カ
海
軍

は
キ
ュ
ー
バ
島
沖
の
フ
ロ
リ
ダ

海
峡
で
３
隻
の
奴
隷
船
を
捕

ら
え
、、
捕
虜
と
な
っ
て
い
た

１
４
０
０
人
以
上
の
ア
フ
リ
カ

人
を
救
出
し
た
が
２
９
０
人
以

上
が
渡
海
中
に
死
亡
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。 

海
軍
は
救
出
さ

れ
た
捕
虜
を
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
の

安
全
な
港
に
移
送
。 

こ
こ
で

彼
ら
は
地
元
住
民
に
よ
っ
て
衣

食
住
を
与
え
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ

の
祖
国
に
返
す
計
画
が
策
定
さ

れ
る
ま
で
待
っ
て
い
る
間
に
多

数
は
病
気
で
死
亡
し
た
と
さ
れ

る
。
他
に
も
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
の

幽
霊
談
は
尽
き
な
い
。

　
３
晩
、
フ
ロ
リ
ダ
海
峡
を
目

の
前
に
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
、
元

来
た
１
号
線
を
引
き
返
し
て
、

最
後
の
晩
は
マ
イ
ア
ミ
空
港
近

く
の
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー

ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
夜
９
時
か

ら
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
音

楽
を
楽
し
ん
で
旅
の
終
点
と
し

た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
）
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ア
メ
リ
カ
の
最
南
端
へ
の
旅

キ
ー
ウ
エ
ス
ト

1

　
ア
メ
リ
カ
に
は
4
州（
ユ
タ
、

コ
ロ
ラ
ド
、ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、

ア
リ
ゾ
ナ
）
の
境
界
線
が
直
角

に
交
わ
る
フ
ォ
ー
・
コ
ー
ナ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
も

三
歩
で
三
県（
栃
木
県
栃
木
市・

群
馬
県
板
倉
町
・
埼
玉
県
加
須

市
）
を
回
れ
る
三
県
境
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
加
須
市
の
利
根
川

河
川
敷
緑
地
公
園
に
隣
接
す
る

木
立
の
中
に
あ
る
大
越
昆
虫
館

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

床
面
積
50 

平
方
メ
ー
ト
ル

の
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
に
よ
る
小

さ
な
手
づ
く
り
の
昆
虫
館
で
す

が
、
標
本
展
示
や
生
体
展
示
、

学
術
的
に
価
値
の
あ
る
昆
虫
標

本
の
保
全
及
び
管
理
を
し
て
お

り
、
月
1
回
の
自
然
教
室
（
観

察
会
や
昆
虫
採
集
、
標
本
作
製

等
）、
春
の
総
会
と
研
究
発
表

会
、
夏
の
合
宿
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
市
内
の
学
校
へ
の
巡

回
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
館
は
、「
埼
玉
昆
虫
談
話

会
」
が
地
元
の
土
地
提
供
者
の

好
意
を
得
て
開
設
し
た
も
の

で
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
昆

虫
館
！
」
を
合
言
葉
に
、「
大

越
昆
虫
館
運
営
委
員
会
」
を
組

織
し
、
運
営
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
昆
虫
館
が
地
域
同
好
会

で
設
立
、
運
営
さ
れ
て
い
る
事

例
は
他
に
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
埼
玉
昆
虫
談
話
会

に
は
、
埼
玉
県
を
中
心
と
し
て

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

昆
虫
に
興
味
を
持
つ
人
々
が
集

ま
っ
て
お
り
、
現
在
会
員
数
は

約
２
５
０
名
を
数
え
る
と
の
こ

と
。

　
沿
革
と
し
て
は
、
１
９
６
３

年
に
「
埼
玉
蛾
類
談
話
会
」
と

し
て
発
足
し
、
１
９
７
８
年

に
現
在
の
名
称
に
改
称
し
ま

し
た
。
２
０
０
６
年
に
栃
木

県
県
民
の
森
管
理
事
務
所
内

に
「
マ
ロ
ニ
エ
昆
虫
館
」（
栃

木
県
矢
板
市
）
が
開
館
し
、
こ

れ
に
刺
激
を
受
け
て
、「
我
々

も
昆
虫
館
を
作
っ
た
ら
ど
う

か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
そ

う
で
、
具
体
的
に
模
索
す
る
中

で
、
２
０
１
０ 

年
秋
に
会
員
の

発
案
か
ら
越
生
町
教
育
委
員
会

に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
閉
園
と
な
っ
た
旧
保
育
園

施
設
の
活
用
を
公
募
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
会
と
し
て
応
募
し

た
結
果
、
展
示
室
2 

室
と
事
務

室
利
用
の
内
諾
が
得
ら
れ
、
町

長
の
発
案
で
「
お
ご
せ
昆
虫
と

自
然
の
館
」
と
し
て
２
０
１
２

年
2
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
越

生
町
か
ら
は
破
格
の
施
設
利
用

料
と
広
報
な
ど
の
協
力
が
得
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
施
設

の
役
割
と
し
て
公
民
館
と
学

童
保
育
の
業
務
が
増
加
し
た

り
、
約
10
万
点
の
標
本
は
15
万

点
以
上
に
増
加
し
、
書
籍
等
の

寄
贈
も
多
く
手
狭
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
２
０
１
９
年
3
月
に

閉
館
し
、
加
須
市
に
移
転
し
て

２
０
１
９
年
5
月
3
日
に
大
越

昆
虫
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
機
関
は
日
曜
運
休

の
市
営
バ
ス
の
み
で
、
ア
ク
セ

ス
は
決
し
て
良
く
な
い
も
の

の
、
河
川
敷
な
ど
の
自
由
な
観

察
地
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
土

地
提
供
者
の
好
意
で
敷
地
内
に

池
や
チ
ョ
ウ
の
食
餌
と
な
る
植

物
群
を
整
備
し
た
り
、
既
存
の

建
物
を
収
蔵
庫
と
し
て
活
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

公
益
財
団
法
人
サ
イ
サ
ン
環
境

保
全
基
金
や
公
益
信
託
武
蔵
野

銀
行
み
ど
り
の
基
金
か
ら
の
助

成
金
も
得
て
、
標
本
箱
の
整
理

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
誌
の

作
成
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
地
域
の
支
援
も
得
な
が

ら
持
続
可
能
な
運
営
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

大越昆虫館
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小
津
安
二
郎
の
映
画
「
秋

刀
魚
の
味
」（
松
竹
作
品
、

１
９
６
２
年
）
で
娘
の
路
子
役

を
演
じ
た
岩
下
志
麻
が
着
て
い

た
着
物
や
三
宅
邦
子
が
着
て
い

た
無
地
帯
と
着
物
を
は
じ
め
、

「
小
早
川
家
の
秋
」「
東
京
暮
色
」

「
彼
岸
花
」「
秋
日
和
」な
ど
数
々

の
小
津
作
品
で
女
優
の
着
物
衣

装
を
担
当
し
た
染
織
工
芸
家
、

浦
野
理
一
氏
の
仕
事
ぶ
り
を
ま

と
め
た
新
刊
だ
。

　

実
際
の
映
画
の
シ
ー
ン
や
残

っ
て
い
る
着
物
の
現
物
を
紹
介

し
な
が
ら
日
本
文
化
そ
の
も
の

と
言
っ
て
よ
い
日
本
の
着
物
の

美
し
さ
や
染
織
パ
タ
ー
ン
を
丁

寧
に
見
せ
て
い
る
。
映
画
が
上

映
さ
れ
て
い
た
当
時
、
浦
野
氏

は
、
鎌
倉
に
あ
る
東
慶
寺
で
映

画
衣
装
や
新
作
の
展
示
会
を
開

催
し
た
。
小
津
映
画
の
衣
装
選

び
担
当
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た

浦
野
氏
は
、
１
９
６
３
年
（
昭

和
38
年
）
１
月
号
か
ら
月
刊

誌
「
ミ
セ
ス
」
で
新
作
き
も
の

の
連
載
を
始
め
た
。
40
年
に
わ

た
り
収
集
し
、
研
究
し
た
名
物

裂
や
全
国
各
地
の
織
物
を
土
台

に
、
独
自
の
柄
ゆ
き
、
大
胆
な

色
彩
で
、
古
典
を
モ
ダ
ン
に
変

え
た
浦
野
氏
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

は
、
瞬
く
間
に
女
性
た
ち
の
心

を
虜
に
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
小
津
監
督
の
生

誕
１
２
０
年
で
あ
り
没
後
60
年

で
あ
る
２
０
２
３
年
12
月
12
日

に
発
行
さ
れ
、
染
織
工
芸
家
、

浦
野
理
一
の
仕
事
と
人
間
的
魅

力
に
迫
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
昨
年
国
際
交
流
基
金
が
小
津

安
二
郎
映
画
特
集
を
開
催
し
た

の
で
本
紙
読
者
の
多
く
も
目
に

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

著
者
の
織
田
桂
さ
ん
は
、

１
９
８
９
年
か
ら
小
学
館
「
サ

ラ
イ
」、マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
「
ブ

ル
ー
タ
ス
」「hanako

」「Pink

」

「
楽
」、
都
市
出
版
「
東
京
人
」

な
ど
を
手
掛
け
、
２
０
０
０
年

か
ら
、
平
凡
社
『
作
家
の
お
や

つ
』『
作
家
の
酒
』
な
ど
の
作

家
シ
リ
ー
ズ
や
『
塔
本
シ
ス
コ　

絵
の
手
帖
』『
茨
木
の
り
子
の

献
立
帖
』
な
ど
の
編
集
を
手
が

け
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
編
集
者
。

そ
の
織
田
さ
ん
が
小
津
映
画
と

出
会
っ
た
の
は
、
１
９
８
０
年

代
後
半
の
学
生
時
代
だ
っ
た
。

授
業
が
終
わ
る
と
銀
座
線
に
乗

り
、
銀
座
で
降
り
て
、
並
木
座

で
古
い
映
画
を
観
る
の
が
楽
し

み
で
、
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
チ
ケ
ッ
ト
は
今
も
ま
だ
大
事

に
保
管
し
て
い
る
そ
う
だ
。
そ

ん
な
織
田
さ
ん
だ
か
ら
小
津
安

二
郎
の
カ
ラ
ー
映
画
に
出
て
く

る
女
優
の
き
も
の
が
、
自
身
の

着
物
選
び
の
お
手
本
に
な
っ
た

と
い
う
。
後
年
、
そ
れ
ら
着
物

が
、
浦
野
理
一
と
い
う
一
人
の

染
織
工
芸
家
が
手
が
け
た
も
の

だ
と
知
り
、
北
鎌
倉
の
浦
野
宅

を
訪
ね
る
。
そ
こ
で
た
く
さ
ん

の
貴
重
な
資
料
を
目
の
当
た
り

に
し
て
驚
い
た
。
そ
の
頃
に
浦

野
氏
の
小
津
映
画
の
き
も
の
帖

を
本
に
し
た
い
と
い
う
構
想
が

芽
生
え
た
。
な
か
な
か
版
元
が

決
ま
ら
な
い
中
で
、
10
数
年
の

年
月
が
経
っ
て
し
ま
い
、
こ
の

本
の
取
材
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の

立
木
義
浩
さ
ん
を
訪
ね
た
時
に

開
口
一
番「
作
る
の
が
遅
い
！
」

と
言
わ
れ
た
時
は
相
当
こ
た
え

た
そ
う
だ
。
そ
し
て
と
う
と
う

自
ら
、
昨
年
10
月
に
出
版
社

「katsura books 

」
を
立
ち
上

げ
て
刊
行
、
日
の
目
を
見
た
。

実
に
美
し
く
、
ま
た
、
見
て
い

て
楽
し
い
本
だ
。

　

現
代
と
な
っ
て
は
、
特
別
な

日
に
着
る
イ
メ
ー
ジ
の
強
く
な

っ
た
日
本
の
着
物
が
、
ま
だ
生

活
の
日
常
の
中
に
あ
っ
た
時
代

の
日
本
の
服
飾
と
も
言
え
る
着

物
文
化
を
浦
野
理
一
と
い
う
審

美
眼
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
一
冊
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。
日
本
の
定
価
は

３
６
０
０
円
＋
税
。
四
六
阪
／

カ
ラ
ー
３
３
６
頁
。
手
に
す
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
一
冊
。
蔵
書
印
を
し
っ

か
り
押
し
た
。　
　
　
（
三
浦
）

小津映画のきもの帖
織田 桂・著

katsura books・刊

■愚痴のすすめ（曽野綾子、ポプラ社）「物事には表も裏
もある」ということを前提に、本音でぶつかることの大切
さを説く。不都合が起こったら、たまに愚痴るのも悪くな
い。日常の些細な出来事をベースに人の生き方をシンプル
に問う。2016年に刊行された『さりげない許しと愛』を
元に大幅に加筆修正。■百年と一日（柴崎友香、ちくま文庫）
学校、家、映画館、喫茶店、地下街の噴水広場、島、空港
…さまざまな場所で、人と人は人生のひとコマを共有し、
別れ、別々の時間を生きる。屋上にある部屋ばかり探して
住む男、戦争が起こり逃げて来た女と迎えた女、周囲の開
発がつづいても残り続ける「未来軒」というラーメン屋、
この星にあった34の物語。■マリコ、アニバーサリー（林
真理子、文藝春秋）日大理事長としても手腕を振るう林真
理子さん。トラブルが起きても何のその。いつも前向き、
ますます元気なマリコによる、40周年を迎えたギネス記
録更新の「週刊文春」連載人気エッセイ。このエッセイを
まとめたものは本書で35巻目。■奇妙な四字熟語（杉岡
幸徳、ポプラ新書）比較的よく知られた熟語「君子豹変」「呉
越同舟」「酒池肉林」のほか、似たもの同士の意味を持つ「已
己巳己（いこみき）」や、芸がないことを意味する「丿乀（へ
つふつ）」など、約300の不可解な熟語を集めて解説と例
文を加えた本。シュールな熟語からドラマのような熟語ま
で「人類の知恵」が凝縮した一冊。■テクノ・リバタリアン（橘玲、文春新書）
高い数学的能力をもつギフテッドがひしめくシリコンバレー。富を手にした
IT成功者たちは「究極の自由」を求めて、既存の民主主義を超越する新たな
政治思想を模索している。最先端テクノロジーに裏付けられた最先端思想の
全貌を解説する。シリコンバレーの天才たちが希求する「数学的に正しい統
治」とは。■出会いはいつも八月（G・ガルシア・マルケス、新潮社）優し
い夫と２人の子宝にも恵まれ、何不自由ない結婚生活をおくるアナ。毎年、
母親が埋葬されているカリブ海の島へ出かけるが、人知れず現地の男と一夜
限りの関係を結ぶことを心待ちにしていた。刹那的な関係に心身を燃やすア
ナが出会った男たちとは。ノーベル文学賞作家の未完の傑作。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店
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海
岸
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た
い
の
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の
途
中
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と
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に
小
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な
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骸
が
あ
る
の
を
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つ
け
た
。
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が
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縦
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う
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た
。
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９
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不
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な
体
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談
を
中
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に
し
た
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テ
リ
ア
ス
な
物
語
。
か
げ
り
の

あ
る
印
象
的
な
人
物
や
オ
ブ
ジ

ェ
を
描
き
、
独
特
の
世
界
を
作

り
上
げ
る
こ
と
で
フ
ァ
ン
も
多

い
作
家
。
潮
風
や
草
原
の
匂
い

が
し
て
き
そ
う
な
繊
細
で
美
し

い
イ
ラ
ス
ト
で
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム

ズ
紙
ベ
ス
ト
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

テ
ッ
ド
・
ブ
ッ
ク
に
選
ば
れ
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い
る
。
日
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で
は
彼
の
作
品
の

多
く
を
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上
春
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が
翻
訳
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い
る
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と
で
も
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ら
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い

る
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日
本
語
で
読
む
な
ら
『
西

風
号
の
遭
難
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上
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樹
の
翻
訳
絵
本
集
、
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出

書
房
新
社
）。
冒
険
好
き
な
大

人
た
ち
に
贈
る
本
。　
（
高
田
）

大
人
向
け
絵
本
の
名
作
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